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町
長　

新
年
の
あ
い
さ
つ

大
空
に
向
か
っ
て

大
空
に
向
か
っ
て飛ん

で
い
け
！

ふれあい東公民館
　12月13日に東公民館で行われた『ふれあい

東公民館』の様子です。「昔の遊びをやってみよ

う」をテーマに、竹とんぼ、ベーゴマ、メンコ、

竹馬、お手玉などの遊びを楽しみました。大人

にとっては、懐かしく、子どもにとっては新鮮

な遊びとあって、参加者は、みんな顔を輝かせ

て遊びに熱中していました。



2

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

住
民
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
行
財
政
改
革
の
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
聖
域
な
し
の
改
革
を

進
め
る
な
か
で
、
町
政
運
営
に
格
別
な
ご

指
導
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、世
界
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、

昨
年
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
世
界
の
人
び
と
に
感
動
と
勇
気
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
反
面
、
中
国
・
四
川

省
大
地
震
で
約
８
万
人
も
の
尊
い
生
命
と

住
宅
を
は
じ
め
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、ハ
リ
ケ
ー
ン
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
り

大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
ガ

ソ
リ
ン
、
石
油
を
は
じ
め
、
食
料
品
の
ほ

と
ん
ど
が
値
上
が
り
を
し
た
物
価
高
の
年

で
、
つ
い
に
は
、
米
国
発
の
経
済
大
危
機

に
陥
る
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

国
内
で
も
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
開
始
に
よ
る
高
齢
者
の

不
安
、
相
変
わ
ら
ず
社
会
保
険
庁
の
ズ
サ

ン
な
年
金
問
題
が
あ
り
、
ま
た
食
品
へ
の

薬
物
混
入
、
輸
入
米
、
古
米
の
横
流
し
、

転
用
問
題
な
ど
食
の
安
全
、
安
心
を
失し

っ
つ
い墜

さ
せ
る
身
近
で
腹
立
た
し
い
事
件
も
数
多

く
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、無
差
別
の
殺
人
事
件
な
ど
、

殺
伐
と
し
た
事
件
が
残
念
な
が
ら
多
発
し

て
お
り
、
自
然
災
害
に
つ
き
ま
し
て
も
、

温
暖
化
に
よ
る
環
境
の
変
化
、
岩
手
・
宮

城
内
陸
地
震
も
発
生
し
、
日
本
の
安
全
は

大
丈
夫
な
の
か
心
配
で
す
。

　

毛
呂
山
町
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま

す
と
、
２
月
、
新
し
き
村
、
武む

し
ゃ
こ
う
じ
さ
ね

者
小
路
実

篤あ
つ

先
生
の
縁
で
、
毛
呂
山
町
と
宮
崎
県
木き

城じ
ょ
う
ち
ょ
う

町
が
友
情
都
市
の
盟
約
を
締て

い
け
つ結

し
ま
し

た
。

　

３
月
、
地
元
高
校
と
し
て
、
30
年
間
学

び
舎
で
あ
っ
た
県
立
毛
呂
山
高
校
が
閉
校

と
な
り
ま
し
た
（
卒
業
生
４
８
９
６
人
）。

　

８
月
、
毛
呂
山
中
学
校
２
年
生
の
瀬
戸

大だ
い
や也

君
が
水
泳
競
技
、
４
０
０
メ
ー
ト
ル

個
人
メ
ド
レ
ー
の
全
国
中
学
校
体
育
大
会

で
準
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
ま
た
同
月
、
広
報
も
ろ
や
ま
が

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
町
村
の
部
で
５
席

に
入
選
し
ま
し
た
。

　

10
月
、
防
犯
活
動
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ゆ
ず
」

が
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
功
労
と
し
て

全
国
で
10
団
体
に
選
ば
れ
、
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

11
月
、
町
の
日
赤
奉
仕
団
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
同
月
、
町
界
町
名
地
番
整

理
事
業
で
岩
井
西
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

12
月
、
福
祉
に
貢
献
し
た
方
な
ど
を
顕

彰
す
る
塙は

な
わ
ほ
き
い
ち

保
己
一
賞
を
丸
木
希き

よ代
先
生
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

毛
呂
山
高
校
の
閉
校
は
残
念
で
し
た

が
、
昨
年
は
、
一
年
を
通
じ
て
う
れ
し
い

こ
と
、
名
誉
な
こ
と
が
多
い
年
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　　

さ
て
、
今
年
予
定
し
て
い
る
主
な
事
業

を
私
の
選
挙
公
約
を
中
心
に
申
し
上
げ
ま

す
。

１　

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を
中
学
校

　

卒
業
ま
で
拡
大
す
る
た
め
の
準
備
を
進

　

め
ま
す
。

２　

基
礎
学
力
日
本
一
を
目
指
し
、
町
費

　

に
よ
る
教
員
を
さ
ら
に
拡
充
し
、
学
力

　

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

３　

泉
野
小
学
校
前
に
学
童
保
育
所
を
早

　

期
に
建
設
し
ま
す
。

４　

住
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、
基
本
健

　

診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

５　

新
飯
能
寄
居
線
の
平
成
22
年
度
末
完

　

成
に
力
を
入
れ
ま
す
。
ま
た
、
取
付
道

　

路
の
整
備
を
行
い
ま
す
。　
　
　
　
　

６　

長
瀬
駅
前
野
久
保
線
の
整
備
を
継
続

　

し
て
実
施
し
ま
す
。

７　

引
き
続
き
生
活
道
路
・
通
学
路
の
整

　

備
を
実
施
し
ま
す
。

８　

川
角
、
武
州
長
瀬
、
東
毛
呂
の
３
駅

　

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

９　

消
防
署
に
高
規
格
救
急
車
を
導
入
し

　

ま
す
。

10　

町
内
循
環
バ
ス
の
運
行
開
始
に
む
け

　

引
き
続
き
準
備
を
進
め
ま
す
。

11　

国
民
健
康
保
険
の
税
体
系
の
見
直
し

毛呂山町長　小沢　信義

毛
呂
山
町
の
一
年
を
振
り
返
って

今
年
の
主
な
事
業
に
つい
て



3

　　　

　

を
進
め
ま
す
（
従
来
は
、
資
産
割
、
所

　

得
割
、
平
等
割
、
均
等
割
の
４
方
式
に

　

よ
り
、
保
険
税
を
算
出
し
て
い
ま
し
た

　

が
、
４
月
よ
り
所
得
割
と
均
等
割
の
２

　

方
式
に
変
え
る
予
定
で
す
。
低
所
得
者

　

に
対
す
る
税
の
軽
減
に
つ
い
て
、
従
来

　

は
６
割
と
４
割
で
し
た
が
、
今
後
は
７

　

割
、
５
割
、
２
割
に
拡
大
し
ま
す
）。

12　

岩
井
東
、
平
山
地
区
の
町
界
町
名
地

　

番
整
理
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

13　

山
桜
の
里
づ
く
り
を
引
き
続
き
実
施

　

し
ま
す
（
３
社
に
よ
る
企
業
の
森
づ
く

　

り
で
、
す
で
に
約
１
５
０
本
の
山
桜
が

　

植
え
ら
れ
ま
し
た
）。

14　

国
が
進
め
て
い
る
定
額
給
付
金
に
つ

　

き
ま
し
て
は
、
決
定
次
第
、
迅
速
な
事

　

務
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
主
な
事
業
を
議
会
な
ら
び

に
住
民
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
実
施

し
、
住
民
の
皆
様
が
安
全
だ
か
ら
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　　

景
気
が
冷
え
込
み
、
不
安
材
料
の
多
い

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
武む

し
ゃ
こ
う
じ
さ
ね
あ
つ

者
小
路
実
篤
先

生
の
詩
に
こ
ん
な
詩
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
息

　

も
う
一
息
と
い
う
処
で
く
た
ば
っ
て
は

　

何
事
も
も
の
に
な
ら
な
い

　

も
う
一
息

　

そ
れ
に
う
ち
か
っ
て
も
う
一
息

　

そ
れ
に
も
打
ち
克
っ
て

　

も
う
一
息

　
　
　
　
　
　
（
詩
の
花
び
ら　

第
二
集
）

　

結
び
に
、
住
民
皆
様
が
健
康
で
幸
せ
な

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、
年
頭

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

受賞おめでとうございます
叙
じょくん

勲

奉仕功労団体表彰

　旭
きょくじつそうこうしょう

日双光章　金澤　邦彦さん（第１団地）
　平成20年度秋の叙勲で、金澤邦彦さんが旭
日双光章を受章しました。金澤さんは、町議
会議員として、地方自治の発展に長年尽力さ
れた功績が認められたものです。

※今回掲載した受賞者は、平成20年４月１日から12月31日まで
の間に国、県、町などから表彰を受けた人で、町を通じて申請手続
きを行った人を中心に掲載しています。

　厚生労働大臣表彰　毛呂山町赤十字奉仕団

国民健康保険中央会表彰

国民健康保険中央会特別功労賞　関口　弥
やいち

一さん（箕
み の わ だ

和田）

安全・安心なまちづくり関係功労者表彰

　内閣総理大臣表彰　防犯ボランティア「ゆず」

埼玉県スポーツ少年団表彰

　毛呂山イーグルス副代表　飯島　義宏さん（毛呂山台）

　～地域に密着した防犯活動を高く評価～

統計調査功績者表彰
　～長年、統計調査員として尽力～
　経済産業大臣表彰　笹倉　節子さん（市場）

　～長年、国民健康保険運営協議会会長として尽力～

　～長年、スポーツ少年団の育成に尽力～

（毛呂山町表彰）
有功表彰
　～長年、地方自治の発展に貢献～
  髙橋　達夫さん（ゆずの木台）、海保美津枝さん（ゆずの木台）
  久保　きくさん（第一団地）

　～共同募金の運動を通して福祉活動に携わってきた功績を評価～

塙
はなわほきいち

保己一賞

　貢献賞　丸木　希
き よ

代さん（毛呂本郷）

埼玉県知事功績表彰
関口　弥一さん（箕和田）、根岸　守さん（下川原）

埼玉県文化財保護功労者表彰
　～長年、文化財保護審議委員会委員として尽力～
　岸　昭夫さん（川角）、内野　勝

まさひろ

裕さん（大
だいし

師二）

（埼玉県表彰）

埼玉県国民健康保険関係者功績表彰
　～長年、国民健康保険運営協議会委員として尽力～

　～長年、障害者の活動や日常生活等に献身的な支援を行って
　きた功績を高く評価～

新
た
な
年
を
迎
え
て

（順不同）
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申告期間 　2月16日(月)～3月16日(月)
　還付申告の人／2月3日(火)、4日(水)
　年金収入のみの人／2月5日(木)、6日(金)、9日(月)、10日(火)
受付時間　午前９時～11時、午後１時～４時
相談場所　毛呂山町役場　２階会議室
問 合 せ　町県民税について／役場税務課  町民税課税係ｔ049（295）2112内線195・196
　　　　　所得税などについて／税務署申告案内コールセンターｔ049（235）9411

町県民税 ･所得税の
申告のお知らせ

町県民税 ･所得税の
申告のお知らせ

◆◆ 町県民税 ･ 還付申告の受付日程表 ◆◆

受 付 日 受      付      地      区　　な　　ど
午前（９時～11時） 午後（１時～４時）

２月　３日（火）還付申告
の人

給与所得者で、医療費控
こうじょ

除または住宅借
かりいれきん

入金等特別控除の対象となるため、所得税の
還付申告をする人２月　４日（水）

２月５日から10日の受付地区は、大字（町名）です
２月　５日（木）

年金収入
のみの人

大字岩井・下川原 大字小
こ だ や

田谷・苦
にがばやし

林、中央

２月　６日（金） 大字大谷木・前久保、南台 大字西
さ い ど

戸・葛
つづらぬき

貫・毛呂本郷

２月　９日（月） 大字旭台・市場、若山 前久保南

２月 10 日（火） 大字川角・長瀬、岩井西
大字阿

あ す わ

諏訪・大類・権
ごんげんどう

現堂・宿
しゅくや

谷・滝ノ入・西大久保・

箕
み の わ だ

和田、目白台

２月16日以降の受付地区は、行政区です
２月 16 日（月）上町、中町、毛呂病院ケアハウス 下町、金

かねづか

塚、埼玉医大福祉棟、ジョイム毛呂山

２月 17 日（火）東
とううん

雲、小田谷、西
にしうら

裏団地 平山、平山ニュータウン

２月 18 日（水）前久保 岡本団地、いわい団地、ゆずの木台

２月 19 日（木）沢田 大
だ い し

師二区、シャルマンコーポ毛呂山自治会

２月 20 日（金）大師一区 長瀬一区、総庭団地

２月 21 日（土）指定日に来られない人

２月 23 日（月）長瀬二区、双葉団地 長瀬三区、第六団地、第九団地

２月 24 日（火）滝ノ入、杉ノ入団地 阿諏訪

２月 25 日（水）大谷木、宿谷、権現堂 葛貫、日
にっせい

生団地

２月 26 日（木）第一団地１区～３区、第四団地 第一団地４Ａ区～５区、第七団地、第十三団地

２月 27 日（金）第二団地１区～３区 第二団地４区～６区、第五団地、西
にしはら

原団地

２月 28 日（土）指定日に来られない人

３月　２日（月）第三団地 毛呂山台

３月　３日（火）角
つ の き

木団地 学園台、日
に っ か

化団地、旭台団地（北・南）

３月　４日（水）川角、玉
ぎょくりんじ

林寺 むさし野自治会、谷
や ば た

端団地

３月　５日（木）西大久保 旭台、旭台（大）、大類、苦林

３月　６日（金）下川原 西戸、東
とうはら

原団地

３月　９日（月）市場、新南台自治会 箕和田、目白台自治会

３月 10 日（火）

指定日に来られない人
３月 11 日（水）

３月 12 日（木）

３月 13 日（金）

３月 16 日（月）

申告のご注意 !!
次の人は税務署で申告してく
ださい。
●譲渡所得（株式を含む）の
　ある人
●青色申告の人
●平成19年分以前の申告を
　する人
●国外に居住する人を扶養し     
　ている人
●山林所得のある人
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今
年
も
町
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
受
付
が
、
２
月
16
日
月
か
ら

３
月
16
日
月
ま
で
の
期
間
に
行
わ

れ
ま
す
。
役
場
で
の
申
告
受
付
は
、

前
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
や
む

を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
な
る
べ

く
指
定
日
に
申
告
す
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
役
場
お
よ
び
税
務
署
か
ら
申
告

書
が
届
い
た
場
合
は
、
必
ず
そ
の

申
告
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
平
日
以
外

の
申
告
受
付
日
を
設
け
ま
し
た
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
毛
呂
山
町
役
場
／
２
月
21
日
土
・

　

２
月
28
日
土

●
川
越
税
務
署
／
２
月
22
日
日
・

３
月
１
日
日

●
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
毛

呂
山
町
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
人
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

・
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
の
事

業
を
営
ん
で
い
る
人
や
、
地
代
・

家
賃
・
利
子
・
配
当
な
ど
の
所

得
が
あ
っ
た
人

※
源
泉
分
離
課
税
さ
れ
て
い
る
配

当
所
得
に
関
し
て
は
申
告
不
要
で

す
が
、
申
告
し
た
場
合
、
総
合
課

税
と
な
り
ま
す
。

・
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出

さ
れ
て
い
な
い
人

・
所
得
の
な
い
人
（
申
告
書
裏
面

の
「
９ 

所
得
が
無
か
っ
た
人

の
記
載
欄
」
を
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い
）

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
、
16
歳
以
上
の
す
べ
て

の
人
の
申
告
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
人
は
、
町
県
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
告
が
必
要
な
人

給
与
所
得
が
あ
る
人

・
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
給
与
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
人
で
、
退
職
所
得
以
外

の
所
得
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

・
平
成
20
年
中
の
給
与
な
ど
の
収

入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る

人
事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人

　

事
業
所
得
の
申
告
は
、
で
き
る

だ
け
税
務
署
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①
所
得
の
わ
か
る
書
類

・
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
あ
る

人
は
、
原
則
と
し
て
平
成
20
年

分
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

・
事
業
を
し
て
い
る
人
は
、
収
支

内
訳
書
（
事
前
に
帳
簿
や
領
収

書
か
ら
、
売
上
や
必
要
経
費
を

整
理
、
計
算
し
て
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
）

②
生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
国
民

年
金
の
控
除
証
明
書
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
領
収
書

③
印
鑑

④
申
告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の

　
　

　

給
与
や
年
金
か
ら
所
得
税
を
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
に

該
当
す
れ
ば
還
付
申
告
で
き
ま
す
。

●
医
療
費
控
除

　

本
人
、
ま
た
は
生
計
を
一
緒
に

す
る
配
偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親
族

の
た
め
に
、
平
成
20
年
中
に
支
払

っ
た
医
療
費
の
合
計
金
額
か
ら
、

健
康
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
を
差
し
引
き
、
さ
ら
に
総
所

得
金
額
等
の
５
％
（
10
万
円
が
上

限
）
を
差
し
引
い
た
残
額
が
、
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①
平
成
20
年
分
源
泉
徴
収
票
（
原

本
）

②
平
成
20
年
中
の
医
療
費
の
領
収

書
・
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
額
の
わ
か
る
も
の(

事
前

に
個
人
・
医
療
機
関
ご
と
に
医

療
費
を
計
算
し
て
く
だ
さ
い)

③
印
鑑　

④
申
告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
、
自

己
の
居
住
の
た
め
に
住
宅
を
取
得
、

ま
た
は
増
改
築
な
ど
を
し
た
人
で
、

一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合

に
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
平
成
19
年
以
降
に
入
居
し
た
場

合
は
、
所
得
税
か
ら
控
除
で
き
る

期
間
が
10
年
あ
る
い
は
15
年
の
い

ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。
申
告

時
ま
で
に
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
税
務
署
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
18
年
ま
で
に
入
居
し
た
場

合
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲

に
と
も
な
い
、
所
得
税
か
ら
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
額
を
引
き
き

れ
な
か
っ
た
人
は
、
申
告
に
よ
り

住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
で

き
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
広
報
も
ろ
や
ま
11
月
20

日
号
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
雑
損
控
除

　

火
災
や
盗
難
な
ど
で
損
害
を
受

け
た
場
合
に
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
寄
附
金
控
除

　

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
５

千
円
を
超
え
る
寄
付
を
し
た
場
合

に
対
象
に
な
り
ま
す
。

『
給
与
支
払
報
告
書
』
の
提
出

を
お
忘
れ
な
く

　

専
従
者
や
従
業
員
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
従
業
員
な
ど
の

住
所
地
の
市
町
村
に
、
平
成
20
年

分
の
給
与
支
払
報
告
書
を
２
月
２

日
月
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
報

告
書
の
提
出
が
な
い
と
、
専
従
者

や
従
業
員
は
、
町
県
民
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

譲
渡
所
得
・
山
林
所
得
の
申
告

は
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
20
年
中
に
土
地
・
建
物
・

山
林
・
株
式
な
ど
を
譲
渡
や
交
換

し
た
人
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
申
告
は
、
税
務

署
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
日
程
に

し
た
が
っ
て
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
青
色
申
告
の
人
は
税

務
署
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
は
で
き
る
だ
け

指
定
日
に

還
付
申
告

ご
存
知
で
す
か
？

税務署から　申告のお知らせ

所
得
税
の
申
告

町
県
民
税
の
申
告

平
日
以
外
の
申
告
受
付
日
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平
成
20
年
分
の
申
告
期
間
お
よ

び
納
付
期
限
な
ど
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
で
き
る
だ
け
お
早
め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
は
、
「
自
分
で
正
し

く
計
算
し
、
期
限
内
に
申
告
・
納

税
す
る
」
と
い
う
制
度
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
期
間
／
２
月
16
日
月
～
３

月
16
日
月
ま
で

納
付
期
限
／
３
月
16
日
月

●
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の

　

確
定
申
告

申
告
期
限
・
納
付
期
限
／
３
月

31
日
火
ま
で

●
贈
与
税
の
申
告

申
告
期
間
／
２
月
２
日
月
～
３

月
16
日
月
ま
で

納
付
期
限
／
３
月
16
日
月

※
川
越
税
務
署
の
駐
車
場
は
狭
い

た
め
大
変
混
雑
し
ま
す
。
お
車
で

の
来
署
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
川

越
税
務
署
は
、
「
Ｊ
Ｒ
南
古
谷
駅
」

か
ら
徒
歩
約
７
分
で
す
。

※
税
務
署
は
、
通
常
、
土
・
日
・

祝
日
は
閉
庁
し
て
い
ま
す
が
、
作

成
済
の
申
告
書
な
ど
は
、
必
要
書

類
と
と
も
に
、
郵
送
ま
た
は
税
務

署
の
「
時
間
外
文
書
収
受
箱
」
に

投
函
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
で
き

ま
す
。

●
申
告
書
の
送
付
先

〒
３
５
０―

８
６
６
６
川
越
市

大
字
並
木
４
５
２―

２
川
越
税

務
署

※
控
の
返
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

返
信
用
封
筒
（
自
己
宛
名
明
記
の

う
え
、
切
手
貼
付
済
の
も
の
）
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
こ
れ
ま
で

書
面
で
行
わ
れ
て
い
た
所
得
税
、

法
人
税
、
消
費
税
な
ど
の
申
告
や
、

法
定
調
書
の
提
出
、
納
税
証
明
書

の
交
付
請
求
、
電
子
申
告
・
納
税

等
開
始
（
変
更
）
届
出
な
ど
に
つ

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
手
続
き
を
行
え
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
納
税
に
つ
い
て
も
、
全

税
目
に
つ
い
て
、
ペ
イ
ジ
ー
対
応

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

や
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
を
利
用
し
て
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か

ら
直
接
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

◎
最
高
5
千
円
の
税
額
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
（
平
成
19
年
分
の
確

定
申
告
で
本
控
除
の
適
用
を
受
け

た
人
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
。 

◎
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類

が
提
出
不
要
で
す
（
３
年
間
は
、

提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
管
し

て
く
だ
さ
い
）
。

◎
還
付
金
の
受
取
り
が
早
く
な
り

ま
す
（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）
。

　

利
用
開
始
の
手
続
き
な
ど
、
詳

し
い
情
報
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｈ　

h
ttp

://w
w

w
.e

-ta
x
.n

ta
.

　

g
o
.jp

●
納
税

　

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
納
税
さ
れ
る
の
で
、
期
限
に

遅
れ
る
心
配
が
な
く
「
安
全
・
便

利
・
確
実
」
で
す
。

　

手
続
き
は
、
「
口
座
振
替
依
頼

書
」
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、

税
務
署
ま
た
は
指
定
の
金
融
機
関

に
提
出
す
る
だ
け
で
す
。

●
振
替
納
付
日

所
得
税
／
４
月
22
日
水

消
費
税
／
４
月
27
日
月

●
還
付
申
告

　

還
付
申
告
を
す
る
人
は
、
本
人

名
義
の
預
金
口
座
へ
の
振
込
み
に

よ
る
還
付
金
の
受
取
り
が
大
変
便

利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
申
告
の
際
、
銀
行

な
ど
の
金
融
機
関
名
、
預
金
の
種

類
と
口
座
番
号
を
申
告
書
に
記
入

す
る
だ
け
で
す
。

※
銀
行
な
ど
の
統
廃
合
が
あ
っ
た

場
合
は
、
支
店
名
・
口
座
番
号
な

ど
の
変
更
の
有
無
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
住
所
や
姓
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

金
融
機
関
窓
口
で
変
更
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

２
月
９
日
月
～
３
月
12
日

　

木
時
間　

午
前
９
時
～
11
時
（
相
談

開
始
時
間
は
午
前
９
時
30
分
か

ら
）、
午
後
１
時
～
３
時
（
土
・

日
・
祝
日
は
お
休
み
）

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
午
前
中
に

受
付
さ
れ
て
も
相
談
が
午
後
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

公
的
年
金
等
の
受
給
者
、

給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
の

申
告
を
す
る
人
、
給
与
所
得
者

で
平
成
20
年
中
に
退
職
を
し
た

な
ど
年
末
調
整
が
お
済
み
で
な

い
人

※
源
泉
徴
収
税
額
の
な
い
人
に
は
、

還
付
す
る
金
額
は
生
じ
ま
せ
ん
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
、

右
記
以
外
の
内
容
の
人
は
、
税
務

署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所　

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
地
下
１

階
（
川
越
駅
西
口
徒
歩
１
分
）

※
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

所
得
税
な
ど
の

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

所
得
税
の
確
定
申
告
は

さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
っ
た

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
!!

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
（
地
下
１
階
）

で
の
還
付
申
告
受
付

至ふじみ野市

至川越市街

至川越JR川越線至大宮

スーパーマーケット

南古谷
駐在所

川越税務署

コンビニエンス
ストア

南古谷駅

南古谷
駅前

至富士見市　　県道川越・新座線

県
道

並
木・川
崎
線

南古谷
駐在所

川越税務署川越税務署
南古谷
駅前

川越税務署地図

申告のお知らせ

川越税務署からの
お知らせ

問合せ　申告案内コールセンター

　（申告案内窓口）ｔ 049（235）9411

※自動音声応答に従い「0」番を選択

　してください）



　

地
方
税
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、

こ
れ
ま
で
の
普
通
徴
収
（
納
付
書

納
付
お
よ
び
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
）
に
加
え
、
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納
付
）
が

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

次
の
５
項
目
の
要
件
を
全
て
満

た
す
世
帯
主
が
、
特
別
徴
収
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
新
た
に
特
別
徴

収
の
対
象
に
な
る
人
に
は
、
４
月

上
旬
ご
ろ
に
予
定
額
を
通
知
し
ま

す
。
す
で
に
年
金
か
ら
特
別
徴
収

さ
れ
て
い
る
人
は
、
２
月
の
特
別

徴
収
額
と
同
額
を
、
４
月
・
６
月
・

８
月
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
税
額
と

し
て
徴
収
し
ま
す
。
平
成
21
年
度

の
年
税
額
に
つ
い
て
は
、
年
度
当

初
の
納
税
通
知
書
で
通
知
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
中

の
収
入
を
元
に
算
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
正
し
い
年
税
額
は
、
所

得
確
定
後
の
６
月
に
な
ら
な
い
と

通
知
で
き
ま
せ
ん
。
税
額
を
年
金

保
険
者
に
通
知
す
る
の
に
、
さ
ら

に
２
か
月
以
上
か
か
る
た
め
、
特

別
徴
収
対
象
者
の
年
金
か
ら
実
際

に
徴
収
で
き
る
の
が
10
月
以
降
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
前
年

度
の
国
民
健
康
保
険
税
額
を
６
等

分
し
た
額
を
便
宜
上
「
仮
徴
収
」

と
し
て
４
月
・
６
月
・
８
月
の
年

金
か
ら
特
別
徴
収
し
、
確
定
し
た

年
税
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し
引

い
た
残
り
の
額
を
３
等
分
し
た
額

を
「
本
徴
収
」
と
し
て
、
10
月
・

12
月
・
２
月
の
年
金
か
ら
特
別
徴

収
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
対
象
者
で
も
、
「
国

民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更
申

出
書
」
に
よ
る
申
請
に
よ
っ
て
、

口
座
振
替
で
の
納
付
に
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
変
更
を
希
望

す
る
人
は
、
役
場
税
務
課
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
特
別

徴
収
と
普
通
徴
収
の
い
ず
れ
の
方

法
で
納
付
し
て
も
、
税
額
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
（
た
だ
し
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
面
で
は
、
世
帯

主
以
外
の
口
座
を
指
定
し
た
場
合
、

口
座
所
有
者
が
社
会
保
険
料
控
除

の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
税

額
に
影
響
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
）
。

　

な
お
、
年
金
保
険
者
に
通
知
す

る
な
ど
、
所
定
の
手
続
き
を
経
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
受

理
後
に
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を

実
際
に
停
止
す
る
ま
で
３
か
月
程

度
か
か
り
ま
す
。

必
要
な
物　

印
鑑
、
通
帳
届
出
印
、

預
金
通
帳
な
ど
の
口
座
の
わ
か

る
物

※
以
前
に
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
、
口
座
振
替
申
込
み
依
頼
の

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
る
人
は
、

印
鑑
だ
け
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

申
告
に
つ
い
て
／
役
場

税
務
課
町
民
税
課
税
係
ｔ
内
線

１
９
５
・
１
９
６
、
納
付
額
に

つ
い
て
／
役
場
税
務
課
納
税
係

ｔ
内
線
１
９
３
・
１
９
４　
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国
民
健
康
保
険
税
額
の
算
定
に

は
、
納
税
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主

や
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
す
べ
て
の
人
の
所

得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
を

除
き
、
学
生
や
家
族
の
扶
養
に

入
っ
て
い
る
人
、
お
よ
び
収
入
の

全
く
な
い
人
も
、
収
入
所
得
の
申

告
が
毎
年
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
申
告
の
な
い
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
税
額
の
軽
減
措
置
や

高
額
療
養
費
な
ど
、
保
険
の
給
付

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
方

法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
広
報
の
５

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
定
基
準
額
以
下
の
収
入
の
世

帯
に
つ
い
て
は
、
納
税
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
に
国
民
健
康
保
険
税

額
の
軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

軽
減
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い

て
は
、
世
帯
ご
と
に
加
入
者
お
よ

び
世
帯
主
の
合
計
所
得
額
を
算
定

基
礎
と
し
て
、
自
動
判
定
し
ま
す

の
で
申
請
は
不
要
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
額
は
、

所
得
税
・
住
民
税
と
も
に
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

納
付
済
額
に
つ
い
て
の
『
納
付
済

証
明
書
』
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
の

で
、
申
告
の
際
に
は
、
お
手
数
で

も
ご
自
身
で
領
収
証
の
領
収
日
と

金
額
を
確
認
の
う
え
、
ご
申
告
く

だ
さ
い
。

　

な
お
納
税
額
は
、
お
電
話
で
の

お
問
合
せ
の
ほ
か
、
来
庁
い
た
だ

け
れ
ば
、
納
付
額
確
認
書
を
発
行

し
ま
す
。

税
額
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

納
付
済
証
明
書
に
つ
い
て

●申告の必要が無い人●

・確定申告、住民税申告をした

本人

・給与以外の収入が無く、勤務

先から町に報告されている人

・収入が公的年金のみの人

・15歳以下の人

仮
徴
収
と
本
徴
収

平
成
20
年
中
の
収
入
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
つ
い
て
ご
理
解
く
だ
さ
い

納
付
方
法
が
変
更
で
き
ま
す

国保マスコット健康まもるくん

●特別徴収の要件●

・世帯主本人が国民健康保険加入者

・加入者全員が65歳以上75歳未満の世帯

・公的年金を年額18万円以上受給している

・介護保険料が年金から特別徴収されている

・介護保険料と国民健康保険税の合計額が、

年金受給額の2分の１を超えていない



23億9,899万3千円

  8億4,195万9千円

3億7,975万2千円

1億　614万3千円

　　 5,434万7千円

1億4,320万7千円

5億7,553万1千円

2億8,303万0千円

7億5,456万3千円

3億5,227万1千円

7億8,400万0千円
3億4,589万5千円

　 10億2,243万9千円

3億8,300万1千円

13億6,271万2千円

  6億3,637万5千円

12億　434万4千円

4億4,266万1千円

町　税

地方交付税

町　債

繰入金

繰越金

その他 2億2,822万5千円

　　8,492万1千円

6,899万6千円

3,716万4千円

1億9,674万2千円

1億9,674万2千円

4億3,663万8千円
　　6,000万0千円

10億2,682万9千円

1億3,096万2千円

6億5,750万0千円

3億4,857万9千円

14億3,324万3千円

10億5,270万0千円

譲与税･交
付金など
国･県支
出金など

　　　　　　　0千円
5億5,722万6千円
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民生費

総務費

土木費

教育費

衛生費

公債費

消防費

その他

予算現額

支出済額

平成20年度上半期　財政状況の公表

町の家計簿を公表します

会 計 名 予 算 現 額 収入済額（割合％）
支出済額（割合％）

  国民健康保険

  特  別  会  計
40億  216万5千円

19億3,473万9千円（48.3％）
18億  142万3千円（45.0％）

  老  人  保  健

  特  別  会  計
  3億  970万1千円

  2億5,291万9千円（81.7％）
  2億1,587万4千円（69.7％）

  介  護  保  険

  特  別  会  計
14億5,699万8千円

  5億6,226万8千円（38.6％）
  5億3,845万6千円（37.0％）

  農業集落排水

  事業特別会計
   　　2,651万2千円

　　  1,531万2千円（57.8％）
　　　 841万9千円（31.8％）

  後期高齢者医

  療 特 別 会 計
 ２億3,865万7千円

         8,814万4千円（36.9％）
         8,274万2千円（34.7％）

水
道
事
業
会
計

収益的収入   8億4,111万0千円   3億9,719万0千円（47.2％）
収益的支出   8億  432万8千円   3億5,557万4千円（44.2％）
資本的収入           3,419万9千円 0千円（　0％）
資本的支出    4億  353万9千円   　　5,620万1千円（13.9％）

一般会計

　町の財政状況について、町民の皆さんに知っていただくため、1年間の決算報告とは別に、年2回の

上半期と下半期に分けて、定期的に公表します。

　今回は、平成20年度上半期（4月1日～9月30日）の財政状況をお知らせします。

歳出（執行率 39.9％）

予算現額：86億2,554万1千円

支出済額：34億4,568万2千円

歳入（収入率 46.8％）

予算現額：86億2,554万1千円

収入済額：40億3,571万5千円

特別会計・水道事業会計予算執行状況

10億円 20億円 30億円10億円20億円

農林水
産業費

予算現額

収入済額

　平成20年度の一般会計当初予算は、84
億1,730万円でしたが、上半期では6月と9
月に補正を行いました。総務費で1,928万
3千円、民生費で1,304万9千円、土木費で
3,756万1千円、教育費で683万7千円など
を増額し、合計で8,771万7千円を追加し
ました。9月末現在の予算総額は平成19年
度の繰越明許費1億2,052万4千円を加えて
86億2,554万1千円となっています。
　平成20年度上半期となる4月1日から9月
30日までの収入済額は、40億3,571万5千
円で収入率は46.8パーセントとなってい
ます。また、支出済額は34億4,568万2千
円で執行率は39.9パーセントとなってい
ます。

特別会計

30億円

使用料及
び手数料

40億円

21億2,464万7千円

40億2,014万2千円



◆◇長寿（後期高齢者）医療制度の保険料のお支払い方法について◆◇
　～平成２１年４月から「年金からのお支払い」と「口座振替」の選択制となります～

　長寿（後期高齢者）医療制度の保険料を現在年金からお支払いいただいている人、または平成21年４月

よりお支払いいただく予定となっている人のうち、高齢者支援課の窓口へ「長寿（後期高齢者）医療保険

料納付方法変更申出書」および「口座振替申込書」を提出していただくことにより、お支払い方法を口座

振替へ変更することが可能になります（お支払いいただく保険料の総額は変わりません）。

※これまでは、国民健康保険税を確実に納付していた人（本人）が口座振替により納付する場合および世

帯主または配偶者がいる人（年金収入が180万円未満の人、非課税年金を含む）で、その口座により納付

する場合に限って口座振替とすることができましたが、このような要件はなくなりました。

　平成21年1月30日までに申し出た場合　　　　平成21年4月分の年金からのお支払いが中止されます

　平成21年1月30日を過ぎて申し出た場合　　　平成21年6月分以降の年金からのお支払いが中止されます

※お支払い方法を口座振替に変更した後、ご希望により年金天引きに戻すこともできます。

◆手続きに必要な物

　　長寿（後期高齢者）医療制度の被保険者証、申請者の身分証明書、振替先の預金通帳、通帳届出印（以

　前に口座振替の申込みの手続きを済まされている人は、長寿（後期高齢者）医療制度の被保険者証、申

　請者の身分証明書のみお持ちください）

問合せ　申告について／役場税務課町民税課税係　ｔ内線195・196

　　　　保険料について／役場高齢者支援課保険料係　ｔ内線158・159

平
成
20
年
中
の
収
入
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
に
加
入
の
皆
さ
ま
へ

申
告
の
必
要
が
な
い
人

・
確
定
申
告
、
住
民
税
申
告
を
し
た
本

人

・
給
与
以
外
の
収
入
が
な
く
、
勤
務
先

か
ら
町
に
報
告
さ
れ
て
い
る
人

・
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人

　

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料
の

算
定
に
は
、
被
保
険
者
お
よ
び
被
保
険
者

の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
の
所
得
の
申
告

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
次
の
条
件
に

該
当
す
る
人
を
除
き
、
学
生
や
家
族
の
扶

養
に
入
っ
て
い
る
人
、
お
よ
び
収
入
の
全

く
な
い
人
も
、
収
入
所
得
の
申
告
が
毎
年

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
の
な
い
場
合
は
、
長
寿
（
後

期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料
額
が
正
し
く
算

定
さ
れ
ず
、
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
高
額
療
養
費
な
ど
が
正
し
く

給
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必

ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
方
法
に

つ
い
て
は
、
こ
の
広
報
の
５
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
額
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

一
定
基
準
以
下
の
収
入
の
人
に
つ
い
て

は
、
保
険
料
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
保

険
料
額
の
軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主
の
総
所
得
金
額

を
算
定
基
礎
に
自
動
判
定
し
ま
す
の
で
、

軽
減
に
対
し
て
の
申
請
は
不
要
で
す
。

◆
保
険
給
付
に
つ
い
て

　

医
療
費
に
は
１
か
月
の
自
己
負
担
限
度

額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
限
度
額
を
超

え
た
場
合
に
は
、
超
え
た
分
が
高
額
療
養

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
入
院

し
た
際
に
は
食
事
代
な
ど
を
支
払
い
ま
す

が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
役
場

高
齢
者
支
援
課
の
窓
口
へ
申
請
す
る
こ
と

に
よ
り
支
払
額
が
減
額
に
な
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

　

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料
の

納
付
額
は
、
所
得
税
・
住
民
税
と
も
に
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
保

険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
場

合
は
、
差
し
引
か
れ
て
い
る
人
の
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
や
口
座
振
替
で
納
め
た
場

合
は
、
被
保
険
者
本
人
以
外
の
人
の
控
除

の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
納
付
済
証
明
書
に
つ
い
て

　

納
付
済
証
明
書
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
の

で
、
申
告
の
際
に
は
、
お
手
数
で
も
ご
自

身
で
領
収
書
の
領
収
日
と
金
額
を
確
認
し

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
付
額
は
、
お
電
話
で
の
お
問

合
せ
の
ほ
か
、
来
庁
い
た
だ
け
れ
ば
納
付

額
確
認
書
を
発
行
し
ま
す
。

◆納付書で納めている人も口座振替にできます

　年金が年額18万円未満の人、介護保険料との合計額が年金額の２分の１を超える人は、年金天引きではなく、

納付書で納めていただきます。保険料の納付は、納め忘れや納める手間のかからない口座振替がおすすめです。振

替先の預金通帳、通帳届出印をお持ちいただき、役場高齢者支援課または指定金融機関でお申し込みください。
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泉
野
小
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
も
先

生
た
ち
も
「
や
る
気
い
っ
ぱ
い
・
や
さ

し
さ
い
っ
ぱ
い
・
元
気
い
っ
ぱ
い
」
豊

か
な
心
の
ふ
れ
あ
う
学
校
で
す
。

　

今
年
度
を
振
り
返
り
、
子
ど
も
た
ち

が
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
む
生
き
生

き
と
し
た
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
校
で

は
、
生
活

や
学
習
の

規
律
を
確

立
す
る
こ

と

が

学

力
・
体
力

を
向
上
さ

せ
る
た
め

の
基
盤
で
あ
る
と
の
考
え
に
立
っ
て
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
先
生
が
「
指
導
の
一
歩
を

大
切
に
」
に
基
づ
き
、
共
通
理
解
を

図
っ
た
う
え
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
小
学

校
段
階
で
必
要
な
礼
儀
や
場
に
応
じ
た

態
度
、
授
業
中
の
規
律
な
ど
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
「
無

言
清
掃
」
に
取
り
組
み
、
奉
仕
の
心
の

育
成
に
も
全
校
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
確
実
に
学
力
と

体
力
の
向
上
と
し
て
成
果
に
表
れ
て
い

ま
す
。
規
律
あ
る
態
度
で
の
生
活
ぶ
り

は
、泉
野
っ
子
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
平
成
19
年
度
よ
り
、
校

内
研
修
で
国
語
の
授
業
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
授
業
の
始
め
に
「
口
の

体
操
」
や
一
斉
音
読
を
取
り
入
れ
た
り
、

物
語
文
や
説
明
文
の
主
題
や
要
旨
を
確

実
に
読
み
取
ら
せ
て
、
自
分
の
考
え
を

書
か
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り

と
し
た
学
習
規
律
の
う
え
に
展
開
さ
れ

る
授
業
は
、
ど
れ
も
学
習
量
の
多
い
、

質
の
高
い
授
業
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
で

は
、
各
学
年
が
群

ぐ
ん
ど
く読

に
も
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
２
月
に
は
全
校
群
読
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
継
続
し
て
行

う
こ
と
で
、
理
解
力
や
表
現
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

算
数
で
は
継
続
し
て
少
人
数
指
導

や
Ｔ
・
Ｔ
（
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
）
指
導
に
よ
る
問
題
解
決
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
授
業
の
充
実
に
加

え
、
朝
の
実
力
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
を
利
用

し
て
、
計
算
な
ど
の
繰
り
返
し
学
習
を

個
々
に
応
じ
た
レ
ベ
ル
で
取
り
組
み
、

基
礎
基
本
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
の
時
間
、
お
は
よ
う
タ
イ
ム
で
は

本
校
の
課
題
で
あ
る
走
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
、
30
ｍ
ダ
ッ
シ
ュ
を
行
っ
た
り
、

冬
場
は
縄
跳
び
に
挑
戦
し
た
り
す
る
こ

と
で
体
力
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
小
学
校
期
に
大
切

な
体
の
器
用
性
を
高
め
る
た
め
に
、「
泉

野
サ
ー
キ
ッ
ト
コ
ー
ス
」
を
作
成
し
活

用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
越
生
・

毛
呂
山
合
同
体
力
推
進
委
員
会
の
授
業

研
究
会
を
率
先
し
て
本
校
で
行
い
ま
し

た
。
提
供
し
た
３
ク
ラ
ス
の
授
業
は
、

「
子
ど
も
た
ち
が
き
び
き
び
と
し
て
お

り
、
め
い
っ
ぱ
い
運
動
し
て
い
た
質
の

高
い
も
の
で
あ
っ
た
」
と
、
他
校
の
先

生
か
ら
も
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
学
校
応
援
団
の
結
成
と
支
援
活
動　

　

平
成
20
年
９
月
に
結
成
さ
れ
た
学
校

応
援
団
に
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
支
援
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
「
環
境
整
備

部
（
お
や
じ
の
会
）
」
に
は
、
運
動
会

前
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
な
ど
、
「
安
心

安
全
部
」
に
は
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
の
見
守
り
な
ど
、
「
学
習
支
援
部
」

に
は
、
家
庭
科
・
体
育
科
・
生
活
科

な
ど
の
学
習
や
学
年
の
行
事
へ
の
支

援
を
い
た
だ
き
、
よ
り
充
実
し
た
教

育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　●

田
植
え
・
稲
刈
り
体
験

　

毎
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
安
川

静
男
さ
ん
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

田
植
え
と
稲
刈
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

当
日
は
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
も

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
明

け
に
収
穫
し
た
も
ち
米
を
使
っ
て
、

も
ち
作
り
や
赤
飯
作
り
を
し
ま
す
。

●
和
太
鼓
演
奏

　

三
木
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
響

ひ
び
き

の

会
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
６
年
生
全
員
が
和
太
鼓
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
毛
呂
山
町
音
楽

祭
や
産
業
ま
つ
り
で
、
勇
壮
な
演
奏

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
紹
介
し
た
他
に
も
様
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

泉野小学校やる
気い
っぱい・

やさしさいっぱい・元気いっぱい

主
な
特
色
あ
る
活
動

平
成

17
年
度

平
成

18
年
度

平
成

19
年
度

得点
95
90

85
80

75

70

泉野小学校
県平均

３つの達成目標
「読む・書く」達成率

規
律
あ
る
態
度
の
育
成

体
力
の
向
上

学
力
の
向
上

平
成

17
年
度

平
成

18
年
度

平
成

19
年
度

得点
95
90

85
80

75

70

３つの達成目標
「計算」達成率

学習支援ボランティア

朝会の様子

84
86

92
89

94
91

79 79

8685

9189
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320　泉野小学校
 ｔ (295)1015　

６年　澤
さ わ だ

田　樹
じ ゅ り

莉さん

「いろいろなっている
　　　　　　　ぷっちょ」

2月の休館日
毎週月曜日、11日祝

「雨上りの朝日」

ｔ(295)4111 　2月の休館日

日 時　2月4日(水)、18日(水)、25日(水)
　　　 午前10時30分～11時30分
対 象　2歳前後の子とその保護者
内 容　体操・ふれあい遊び・おはなしなど（申込み不要）

日時　2月14日(土)
　　　午後2時～3時
定員　先着50人
内容　
　「ぼくたち  ドキドキ 
  ワクワク探検隊（ディ
  ズニー）」

日時　2月28日(土)
　　　午後2時～2時30分
内容　おはなし、絵本の読み
聞かせ、紙芝居など

対象　1歳から小学生まで。
小さなお子さんは、保護者
同伴でご参加ください。

3年　澁
しぶや

谷　充
み つ き

希くん

５年　中野　華
か な み

菜美さん

「森の公園」

　　　ょうがは、血液をサラサラ
にし、体を温め、免疫力を高めて
くれる食べ物です。肉・魚介な
どのおかずから、ごはん、サラダ、

「し

『石原結
ゆうみ

實の元気になるしょうがレシピ』
石原　結實／著　日本文芸社／出版　

毎週日･月曜日、11日祝

　　　 名なグリム童話を原典に忠実
な美しい翻訳文と、繊

せんさい

細で緻
ち み つ

密な挿
さし

絵
え

で表現し、読み手を童話の奥深い
世界へと誘

いざな

います。絵本が子どもだ
けのものではなく、大人も楽しめる
芸術作品であることを実感させてく
れる１冊です」

「有

『白雪姫と七人の小人たち』グリム／著　八木田　宜
よ し こ

子
　　　　　　　　／訳　ナンシー・エコーム・バーカ

　　　　　　　　ート／絵　冨
ふ ざ ん ぼ う

山房／出版　

　ぴょんぴょん広場では、親子のふれあいはもちろんのこと、親同士、子ども

同士のふれあいを大切にしながら、様ざまな行事を行っています。紙芝居や
おゆうぎ、工作のほか、クリスマス会や幼児クラブとの合同運動会などが主な
内容です。ぴょんぴょん広場には、毎回20組前後の親子が集まり、楽しそうに
活動しています。

▼ おゆうぎ

紙芝居▲

デザート、ドリンクまで、しょうがを取り入れた87
の健康レシピを紹介します」

11

■遊びにおいでよ！　ぴょんぴょん広場

■おはなし会■子ども映画会

■本の紹介

貸出点数（貸出期限）
   図書・雑誌・紙芝居など／１人10点まで（3週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人3点まで（1週間）

図書館へ行こう ぼくらのキャンパス

児童館へ行こう

■ぴょんぴょん広場について



中央公民館まつり趣味を通じて交流を深める

　11月29日、滝ノ入字天
あまがだいら

ヶ平において、東洋エク

ステリア株式会社による企業の森活動が行われまし

た。この山が、山桜の名所として多くの人に喜ばれ

るようにとの願いを込めて、植樹や除
じょばつ

伐などを行い

ました。活動場所には、企業の森活動の理念を記し

た看板が立てられ、大勢の参加者が見守るなか、除

幕式が行われました。また、子どもたちの体験事業

として、きのこの原木づくりなども行われ、森に親

しんだ１日を過ごしました。

　11月29日、滝ノ入字

企業の森除幕式山桜の名所を目指して

み

ゆず祭りゆずの香りに誘われて

　12月13日、滝ノ入集会所において、『ゆず祭り』

が開催されました。朝９時の開店と同時に、多くの人

が詰め掛け、会場内は、熱気であふれていました。化

粧箱に入れられた贈答用のゆずが飛ぶように売れ、梱
こん

包
ぽう

が間に合わないほどでした。また、５個くらいに小

分けされたゆずや地元で取れた野菜、地元で加工され

たゆずジャム、ゆずみそ、こんにゃくなどの販売も行

われました。このほか、みそおでんや豚汁の販売も行

われ、買い物を終えた人たちは、おいしそうにほお

ばっていました。

　12月6日、7日に『中央公民館まつり』が開催さ

れました。館内には、各サークルの作品が展示さ

れ、訪れた人は「すごく素敵」と感
かんたん

嘆の声をあげな

がら、作品に見入っていました。館内では、作品の

製作者から話を聞いたり、他のサークルの人たちと

談笑したりする姿が見られ、趣味をとおして参加者

は交流を深めていました。

　また、茶道や小物作りなどの体験教室、舞台発表

も行われ、訪れた人びとは、あちらこちらの部屋を

のぞいては、様ざまなサークルの活動を体験して楽

しんでいました。

　12月7日、『黒山鎌北湖駅伝大会』が開催されまし

た。毛呂山総合公園をスタートした選手たちは、鎌北

湖、黒山三滝を経由して越生町役場のゴールを目指し

ました。約24キロメートルのコースを65チーム（一

般56チーム、学生9チーム）の選手たちが、たすきを

つなぎ、熱戦を繰り広げました。結果は次のとおりで

す。

　優　勝　ランニングハイ（坂戸市・学生）　

　準優勝　飯能南高校A（飯能市・学生）

　第三位　石川眼科A（越生町・一般）

黒山鎌北湖駅伝大会
んなの力でゴールを目指す

わだいの特選
カメラルポ

わだいの特選

12



始まっています　地域内交流！

文化財シリーズ191

節分の唱
とな

え言
ごと

覚え書

　

ま
も
な
く
２
月
３
日
の
節
分
が
や
っ
て

き
ま
す
。
大
人
に
な
っ
て
み
れ
ば
何
と
い

う
こ
と
は
な
い
行
事
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
は
父
親
や
幼
稚
園
の
先
生
が

鬼
に
扮ふ

ん

す
る
恐
ろ
し
い
日
の
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
昔
は
大
人
に
も
恐
れ
ら
れ
る

日
で
し
た
。
節
分
は
２
月
４
日
の
立
春
の

前
日
、
冬
か
ら
春
へ
季
節
が
分
か
れ
る
日

に
邪
気
を
祓は

ら

う
行
事
で
す
。
立
春
は
旧
暦

の
正
月
に
近
い
こ
と
か
ら
、
古
く
は
正
月

同
様
、
年
の
改
ま
る
日
と
考
え
た
よ
う
で

す
。
こ
の
日
は
新
旧
が
入
替
わ
る
と
き
に

魔
が
差
込
む
危
険
な
日
で
あ
る
た
め
、夜
、

聖
な
る
豆
を
撒ま

い
て
魔
を
祓
う
の
で
す
。

　

毛
呂
山
の
節
分
は
豆
の
枝
を
燃
料
に
し

て
大
豆
を
ホ
ウ
ロ
ク
で
炒い

り
、
次
に
鰯い

わ
しの

頭
を
豆
の
枝
に
刺
し
て
焼
き
ま
す
。
そ
の

と
き
唱
え
る
言
葉
は
、
毛
呂
山
の
な
か
で

も
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、「
こ
ろ
こ
ろ
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
入
る
も
の
で
、「
稲
の
虫
も
こ
ろ
こ

ろ
、
麦
の
虫
も
こ
ろ
こ
ろ
、
菜
の
虫
も
こ

ろ
こ
ろ
、作
物
の
虫
も
こ
ろ
こ
ろ
」（
長
瀬
・

前
久
保
・
玉ぎ

ょ
く
り
ん
じ

林
寺
ほ
か
）
と
い
う
も
の
で

す
。
も
う
一
つ
は
「
ぺ
っ
ぺ
っ
」
と
鰯
の

頭
に
唾つ

ば

を
吐
き
か
け
る
も
の
で
、「
田
の

虫
も
オ
カ
（
畑
）
の
虫
も
み
ん
な
消
え
ろ
、

ぺ
っ
ぺ
っ
ぺ
っ
」（
箕み

の
わ
だ

和
田
・
毛
呂
本
郷
・

岩
井
ほ
か
）
な
ど
と
唾
を
吐
き
か
け
な
が

ら
鰯
の
頭
を
焼
い
て
い
き
ま
す
。
臭
い
鰯

の
頭
を
焼
い
た
う
え
に
、
唾
を
吐
き
か
け

ら
れ
た
の
で
は
鬼
と
い
え
ど
も
逃
げ
て
い

き
そ
う
で
す
が
、
そ
の
内
容
は
、
作
物
に

害
虫
が
つ
か
な
い
よ
う
に
祈
り
を
込
め
て

唱
え
ら
れ
る
も
の
で
、「
こ
ろ
こ
ろ
」
と

い
う
言
葉
も
「
こ
ろ
り
こ
ろ
り
と
退
散
し

ろ
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
「
く
そ
ま
ぬ
け
」
な
ど
と
悪

態
を
つ
い
た
り
、「
○
○
の
虫
く
い
つ
ぶ

せ
、
○
○
の
口
チ
リ
チ
リ
」（
岩
井
）
と

唱
え
る
地
域
も
あ
り
、
一
様
に
害
虫
退
治

を
願
い
ま
す
。
焼
い
た
鰯
の
頭
は
ヤ
ッ
カ

ガ
シ
と
呼
ば
れ
、
鬼
の
目
を
突
く
と
げ
の

あ
る
柊

ひ
い
ら
ぎの
葉
と
と
も
に
玄
関
に
飾
ら
れ
、

鬼
の
侵
入
を
防
ぐ
役
目
を
し
ま
す
。

　

農
家
の
人
び
と
に
と
っ
て
は
、
鬼
も
怖

い
が
、
害
虫
も
怖
い
相
手
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

鰯を刺した柊の葉
（箕和田にて）

　
「
ト
リ
ッ
ク　

オ
ア　

ト
リ
ー
ト
！

（
お
菓
子
を
く
れ
な
い
と
い
た
ず
ら
す
る

よ
！
）」
小
さ
な
魔
法
使
い
た
ち
が
、
声

を
そ
ろ
え
て
玄
関
で
呼
び
か
け
る
と
、
中

か
ら
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、
お
年
寄
り
が

出
て
き
た
。「
は
い
、
ど
う
ぞ
」
と
お
菓

子
を
手
渡
す
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

　

第
五
団
地
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
が
、
今
年
、
初
め
て
取
り
組
ん
だ
事
業

の
ひ
と
つ
が
、
こ
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
大

会
だ
。「
か
わ
い
い
子
た
ち
が
た
ず
ね
て

く
れ
て
、
す
ご
く
心
温
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
」
と
、
評
判
は
上
々
。
子
ど
も
た
ち

も
、
い
つ
も
と
違
っ
た
お
祭
り
に
、「
す
っ

ご
く
楽
し
か
っ
た
!!
」と
大
喜
び
だ
っ
た
。

　

お
菓
子
入
れ
の
バ
ケ
ツ
を
飾
る
ス
テ
ン

シ
ル
は
、
第
五
団
地
の
人
に
教
わ
り
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
も
の
。「
子

ど
も
会
か
ら
、
こ
う
し
た
特
技
を
持
つ
人

を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
」
と
区
長

の
篠し

の
や
ま山

さ
ん
が
い
っ
た
。「
サ
ロ
ン
で
は
、

高
齢
者
同
士
の
交
流
事
業
は
も
ち
ろ
ん
、

世
代
を
越
え
た
ふ
れ
あ
い
の
場
も
作
っ
て

い
け
た
ら
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
子
ど
も
会
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
も
子
ど
も
会
の

ア
イ
デ
ィ
ア
な
ん
で
す
」
と
い
う
。

　

子
ど
も
会
会
長
の
井
上
さ
ん
も
「
い
ろ

い
ろ
な
年
代
の
人
と
遊
べ
れ
ば
、
子
ど
も

も
い
つ
も
と
違
っ
た
経
験
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
、

サ
ロ
ン
へ
の
か
か
わ
り
に
積
極
的
だ
。

　

区
長
も
役
員
も
毎
年
変
わ
り
、
サ
ロ
ン

で
は
毎
回
、
何
を
す
る
か
は
手
探
り
状
態

だ
。
し
か
し
「
役
員
だ
け
で
な
く
、
た
く

さ
ん
の
人
が
少
し
ず
つ
か
か
わ
っ
て
い
け

れ
ば
い
い
の
で
は
」
と
地
域
で
力
を
合
わ

せ
た
活
動
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
地
域
の
ふ
れ
あ
い
は
絶
対
に
必
要
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
サ
ロ
ン
で
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
お

互
い
に
支
え
あ
い
、
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広

が
る
よ
う
願
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

子
ど
も
会
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
！

第
五
団
地　

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
「
友ゆ

う
わ和
」

▲ 手作りの衣装を着た出発前の子どもたち

13
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■中央公民館	 ｔ (294)1250

■東公民館	 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館	 ｔ (295)8282

	 ｆ	(295)8297

■総合公園体育館	 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会)	ｔ (295)3111

	 ｆ (295)7258

■保健センター	 ｔ (294)5511

	 ｆ (295)5850

休日納税窓口　2月28日(土)・3月1日(日)

　　　　　　　午前９時～午後３時

夜間納税窓口　2月27日(金)午後８時まで	

場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の土・日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

㊐･････日　時　　場･････場　所

定･････定　員　　対･････対象者

料･････料金・費用

申･････申込み　　問･････問合せ先

ｔ･････電話番号

ｆ･････ファクス番号

ｅ･････電子メールアドレス

ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　2月28日(土)・3月1日(日)

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通

帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　ｔ内線１５８・１５９

税金

・長寿医療（後期高齢者医療）保険料
介護保険料

　

町
で
は
家
庭
の
事
情
（
経
済
的

理
由
な
ど
）
に
応
じ
て
、
小
・
中

学
生
の
給
食
費
、
学
用
品
費
、
修

学
旅
行
費
、
校
外
活
動
費
な
ど
の

援
助
を
し
て
い
ま
す
。

対　

平
成
20
年
度
ま
た
は
平
成
21

　

年
度
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
決

　

定
を
受
け
た
人
で
、
教
育
委
員

　

会
が
認
め
た
人

①
生
活
保
護
が
停
止
、
あ
る
い
は

　

廃
止
に
な
っ
た
人

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

　

て
い
る
人

③
町
民
税
が
減
免
あ
る
い
は
非
課

　

税
に
な
っ
た
人

④
国
民
年
金
保
険
料
ま
た
は
国
民

　

健
康
保
険
税
が
減
免
さ
れ
た
人

⑤
こ
の
ほ
か
、
事
情
に
よ
り
収
入

　

が
少
な
く
経
済
的
に
困
っ
て
い

　

る
人
で
、
教
育
委
員
会
が
認
め

　

た
人

申
請
期
間　

随
時
受
付
。
た
だ
し

　

年
度
当
初
か
ら
の
認
定
に
つ
い

　

て
は
3
月
13
日
金
ま
で
で
す
。

申
・
問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
に
あ
る
申
請
書
に
収
入
を
証

明
で
き
る
書
類
（
②
～
④
に
つ		

い
て
は
証
明
す
る
書
類
の
写

し
）
を
添
付
し
て
、
教
育
委
員

　

会
学
校
教
育
課
学
務
係
ｔ
内
線

　

５
３
１
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

を
受
け
て
い
る
65
歳
未
満
の
人
と

そ
の
扶
養
家
族
は
、
退
職
者
医
療

制
度
に
該
当
し
ま
す
。
退
職
者
医

療
制
度
は
、
本
人
の
自
己
負
担
と

国
民
健
康
保
険
税
の
ほ
か
、
社
会

保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出
金
が
財
源

と
な
っ
て
お
り
、
制
度
に
該
当
し

て
い
て
も
届
出
を
し
な
い
と
、
拠

出
金
で
負
担
す
る
べ
き
医
療
費
を

国
民
健
康
保
険
で
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
、
今
後
の
国
民
健
康
保
険

税
の
税
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人

は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
に
な
る
人
】

１　

退
職
者
医
療
制
度
対
象
者

　

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け

て
い
て
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年

以
上
（
ま
た
は
40
歳
以
降
に
10
年

以
上
）
あ
る
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
人

２　

退
職
者
医
療
制
度
対
象
者
の

被
扶
養
者

　

退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一
の

世
帯
で
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険

者
本
人
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て

い
る
65
歳
未
満
の
配
偶
者
お
よ
び

三
親
等
内
の
親
族
（
た
だ
し
、
年

間
収
入
が
一
定
基
準
額
を
超
え
る

人
は
被
扶
養
者
に
該
当
し
ま
せ
ん
）

【
届
出
の
方
法
】

　

保
険
証
・
年
金
証
書
・
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
役
場
住
民
課
国
保

年
金
係
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
該
当
す
る
人
に
は
、
役

場
か
ら
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

　

内
線
１
２
８　
　
　

　

高
齢
者
総
合
計
画
推
進
会
議
で

は
、
第
３
期
毛
呂
山
町
高
齢
者
総

合
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
審

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

高
齢
者
総
合
計
画
推
進
会

議
を
公
開
し
ま
す

退
職
者
医
療
制
度
の
ご
案
内
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山根荘趣味の会
　　　   の定例行事2 月

リサイクル情報
●ゆずりたい品物

・エアロバイク（無料）・油絵額（4・

6・8・10・20号、相談）・毛呂山

スイミングスクールバッグ、水着、Ｔ

シャツ（10回程度使用済、相談）

●ゆずってほしい品物
・ノートパソコン（XP または Vista、

中古、相談）

　紹介したい品物がありましたら、お気軽

にお申し込みください。また、交渉が成立

した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　産業振興課商工観光係ｔ内線 175

　山根荘は、町内在住で60歳以上の人でし

たら、どなたでも無料でご利用になれます。

※行事日程などについては、都合により変更

する場合があります。

※上記の趣味の会に入会を希望する人は、

次のところまでご連絡ください。

問　老人福祉センター山根荘ｔ（２９４）５５４５

2 月の休館日
  1日  7日  8日11日14日
15日21日22日28日

ゲートボール   2日  9日23日
ペ タ ン ク 16日
声 を 出 す 会   4日18日
謡 寿 会   3日24日
民 踊 同 好 会   9日23日

俳 句 の 会
13日27日【季語 春北風
（はるならひ）、梅香る
（うめかおる）】

囲碁・将棋の会
  4日  6日13日18日20日
25日27日

お 茶 の 会   6日20日
茜 会（ お 花 ）   9日23日
ダンス同好会   6日20日27日
ぎんれい会 ( 大正琴 )   6日20日
三味線・民謡の会   5日12日
手 芸 の 会 25日
カ ラ オ ケ 同 好 会   2日16日(厚年カラオケ部)お休み
吟 友 会 25日
書 道 の 会 25日
舞 わ か ば 会 25日
フ ォ ー ク ダ ン ス お休み（ＦＤカトレア）13日27日
楓 会 お休み
押 し 花 の 会   4日
光 華 の 会   9日23日

定
期
的
に
最
新
の
知
識
技
能
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で

す
。
平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で
に

教
員
免
許
状
を
取
得
し
た
現
職
教

員
は
、
各
自
修
了
の
確
認
期
限
ま

で
に
30
時
間
以
上
の
免
許
状
更
新

講
習
を
受
講
・
修
了
し
、
勤
務
す

る
学
校
が
所
在
す
る
都
道
府
県
の

教
育
委
員
会
に
必
要
な
手
続
き
を

行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

教
員
免
許
状
を
お
持
ち
で
現
職

教
員
で
な
い
人
は
、
免
許
状
更
新

講
習
を
受
講
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
各
自
の
修
了
確
認
期
限

ま
で
に
免
許
状
更
新
講
習
を
受

講
・
修
了
し
な
く
て
も
、
お
持
ち

の
免
許
状
が
失
効
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
か
ら
教
員
に
な

る
人
（
臨
時
ま
た
は
非
常
勤
の
講

師
を
含
む
）
は
、
各
自
の
修
了
確

認
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
場
合
、
勤

務
前
に
免
許
状
更
新
講
習
を
受
講

・
修
了
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

勤
務
を
希
望
す
る
場
合
、
毛
呂
山

町
教
育
委
員
会
で
終
了
期
限
の
確

認
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
教
員
免
許
更
新
制
の
詳

細
は
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 
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問　

毛
呂
山
町
教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課
ｔ
内
線
５
３
２

　

か
つ
て
国
民
年
金
の
任
意
加
入

の
対
象
者
で
あ
っ
た
と
き
に
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
等

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。
支
給

対
象
と
な
る
人
は
、
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
人

●
平
成
３
年
３
月
以
前
に
任
意
加

入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

●
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
任
意
加

入
の
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者
（
厚

生
年
金
・
共
済
組
合
等
の
加
入
者
）

の
配
偶
者

　

い
ず
れ
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
加
入

し
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日

（
※
）
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基

礎
年
金
１
級
、
２
級
相
当
の
障
害

に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
初
診
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、

初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

　

内
線
１
２
６
・
１
２
７

議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議

の
傍

ぼ
う
ち
ょ
う聴

お
よ
び
会
議
の
議
事
録
を

閲え
つ
ら
ん覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍

聴
に
つ
い
て
は
、
人
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㊐　

２
月
３
日
火
午
後
１
時
30
分

か
ら

場　

役
場
２
０
４
会
議
室

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　

福
祉
係
ｔ
内
線
１
１
８
・
１
５
６

◆
平
成
21
年
４
月
よ
り
導
入
�

　

平
成
19
年
6
月
の
改
正
教
育
職

員
免
許
法
の
成
立
に
よ
り
、
平
成

21
年
4
月
1
日
か
ら
教
員
免
許
更

新
制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
教
員
免
許
更
新
制
は
、

そ
の
時
々
で
教
員
と
し
て
の
必
要

な
資
質
能
力
が
保
持
さ
れ
る
よ
う

教
員
免
許
更
新
制
が

実
施
さ
れ
ま
す

特
別
障
害
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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郷
土
毛
呂
山
の
様
ざ
ま
な
歴
史

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
第
１
回
「
鎌
倉
御
家
人
宿
屋
氏

　

の
活
躍
～
屋や

ど

や

戸
野
（
宿
屋
）
入

　

道
と
日
蓮
上
人
～
」

㊐　

２
月
８
日
日
午
後
1
時
30
分

　

～
3
時
30
分

講
師　

内
野
勝ま

さ
ひ
ろ裕

さ
ん
（
町
史
編

　

さ
ん
専
門
調
査
員
）

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

■
第
２
回
「
埼
玉
の
獅
子
舞
」

㊐　

2
月
15
日
日
午
後
1
時
30
分

　

～
3
時
30
分

講
師　

山
田
実
さ
ん
（
埼
玉
県
立

　

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
学
芸
員
）

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

■
第
３
回
「
石
仏
か
ら
学
ぶ
郷
土

　

の
歴
史
」

㊐　

２
月
22
日
日
午
後
1
時
30
分

　

～
3
時
30
分

講
師　

門も

ん

ま間
勇い

さ
む

さ
ん
（
日
本
石
仏

　

協
会
埼
玉
支
部
長
）

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

■
第
４
回
「
春
の
流や

ぶ

さ

め

鏑
馬
ツ
ア
ー

　

～
春
の
流
鏑
馬
の
見
方
・
楽
し

　

み
方
～
」

㊐　

3
月
8
日
日
正
午
～
午
後
3
時

内
容　

的ま
と
や
ど宿

で
準
備
か
ら
見
学
し
、

馬
に
同
行
し
て
出
雲
伊い

わ

い

波
比
神

社
ま
で
歩
き
、
春
の
流
鏑
馬
の
見

学
解
説
を
し
ま
す
。
昼
食
を
す

ま
せ
て
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

集
合
・
解
散
場
所　

福
祉
会
館

講
師　

当
館
学
芸
員

【
共
通
事
項
】

定　

先
着
40
人

申
・
問　

各
回
前
日
ま
で
に
歴
史

　

民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５―

８
２

　

８
２
へ
申
込
み
（
電
子
申
請
可
）

　

初
心
者
で
も
、
気
軽
に
楽
し
め

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
（
小
雨
決
行
）
。

㊐　

3
月
8
日
日
午
前
9
時
～
午

後
3
時
終
了
予
定
（
受
付
は
午

前
8
時
30
分
か
ら
）

場　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　

一
般
（
小
学
4
年
生
以
上
）

持
ち
物　

昼
食
・
飲
み
物

申
・
問　

2
月
17
日
火
ま
で
に
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
ｔ
内
線
５
２
３
に
３

人
１
組
ま
た
は
個
人
で
申
込
み

（
電
子
申
請
可
）

リ
プ
ラ
川
角
、
再
生
品
販
売
会

　

「
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
活
動
リ
プ

ラ
も
っ
た
い
な
い
工
房
」
の
皆
さ

ん
が
再
生
し
た
学
習
机
や
イ
ス
、

問　彩の国さいたま人づくり広域連合自治人材開発センター人材開発部
　　ｔ 048（664）6681（直通）、ｆ 048（664）6667

　埼玉県内市町村職員の魅力をＰＲするフォーラムを開催します。公務員を目指している人、市町村職員に関心
のある人など多くの人の参加をお待ちしています。
日　　時　第１回／2月26日木　午後2時開場、午後2時30分開演（午後5時終了）
　　　　　第２回／3月  3日火　午後1時開場、午後1時30分開演（午後4時終了）
　　　　　※第１回と第２回は同一内容となっております。
会　　場　第１回／熊谷文化創造館さくらめいと（JR高崎線籠

かごはら

原駅南口より徒歩15分）
　　　　　第２回／さいたま市民会館うらわ（JR浦和駅西口より徒歩7分）
内　　容　基調講演（講演者　小島貴子さん／立教大学ビジネスデザイン研究科准教授）、市町村職員による経
　　　　　験談など
定　　員　第１回／250人、第２回／470人
費　　用　無料
申 込 み　インターネットによる事前申込が必要です（先着順）。詳しくは次のURLのホームページ「SAITAMA
　　　　　WORKS　Navi」をご覧ください。ｈhttp://www.hitozukuri.or.jp/navi/
申込期間　2月2日月～2月13日金

市町村職員採用情報フォーラム　～埼玉県内市町村職員を目指してみませんか？～

郷
土
歴
史
講
座

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
『
ペ
タ
ン
ク
大
会
』

掘
り
出
し
物
を
探
そ
う
�

参
加

ご

を
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テ
ー
ブ
ル
、
タ
ン
ス
、
整
理
箱
な

ど
の
家
具
類
や
日
用
品
類
を
は
じ

め
、
お
も
ち
ゃ
や
布
類
な
ど
毎
回

多
様
な
品
物
が
展
示
さ
れ
、
格
安

価
格
で
購
入
で
き
ま
す
。

販
売
日
時　

毎
月
第
２
・
４
木
曜

　

日
（
12
月
の
第
4
木
曜
日
は
除

　

く
）
午
前
9
時
～
11
時
45
分
、

　

午
後
1
時
～
4
時
（
見
学
／
月

　

～
金
曜
日
の
同
時
間
）

そ
の
他　

購
入
方
法
は
当
日
先
着

　

順
で
希
望
物
品
の
再
生
品
カ
ー

ド
を
取
り
、
受
付
で
支
払
い

（
10
時
ま
で
は
一
部
を
除
き
1

人
2
点
ま
で
）
。
当
日
の
午
後

4
時
ま
で
に
各
自
で
搬
出
（
※

再
生
品
の
た
め
保
証
は
あ
り
ま

せ
ん
）
。
ま
た
、
ま
だ
使
用
で

き
る
お
も
ち
ゃ
、
着
ら
れ
る
布

類
（
ジ
ー
パ
ン
、
和
服
、
子
ど

も
服
）
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

搬
入
受
付
で
な
く
直
接
高
倉
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
川
角

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
事
務
室
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

問　

川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ｔ

２
９
４―

４
１
１
５

㊐　

３
月
８
日
日
午
前
９
時
～
午

　

後
５
時

場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

定　

先
着
20
人

し
て
い
ま
す
（
入
場
無
料
）
。

㊐　

2
月
14
日
土
午
前
10
時
30
分

　

～
正
午
（
午
前
10
時
開
場
予
定
）

場　

東
公
民
館
め
じ
ろ
ホ
ー
ル

問　

第
2
あ
い
あ
い
園
ｔ
２
９
５

　

―

３
０
４
５
平
野

㊐　

１
月
27
日
火
午
後
1
時
～
４
時

場　

所
沢
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　

「
ミ
ュ
ー
ズ
」
２
階
展
示
室

対　

若
年
求
職
者
お
よ
び
新
規
高

　

等
学
校
卒
業
予
定
者

問　

所
沢
公
共
職
業
安
定
所
飯
能

　

出
張
所
ｔ
０
４
２―

９
７
４―

　

２
３
４
５

対　

0
歳
～
3
歳
児
を
子
育
て
中

　

の
母
親

申
・
問　

2
月
2
日
月
～
4
日
水

　

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
ｔ
２

　

９
５―

３
１
１
１
で
受
付
（
定

　

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　

「
物
忘
れ
」
気
に
な
り
ま
せ
ん

か
？　

専
門
医
か
ら
認
知
症
の
お

話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

㊐　

2
月
4
日
水
午
後
1
時
30
分

　

～
3
時

場　

東
公
民
館
（
会
議
室
１
・
２
）

講
師　

吉
丸
公
子
先
生
（
埼
玉
医

　

科
大
学
病
院
神
経
内
科
も
の
忘

　

れ
外
来
）

対　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
お

　

よ
び
認
知
症
に
興
味
が
あ
る
人

定　

先
着
50
人

申
・
問　

1
月
26
日
月
か
ら
役
場

　

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係

　

ｔ
内
線
１
１
８
・
１
５
６

　

「
イ
ッ
ツ
・
笑

シ
ョ
ウ

・
タ
イ
ム
�
」

　

マ
リ
ン
バ
な
ど
の
楽
器
演
奏
の

ほ
か
、
歌
、
踊
り
、
ビ
デ
オ
で
の

活
動
紹
介
と
、
会
場
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
楽
し
み
に
お
待
ち

料　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
・
問　

２
月
１
日
日
か
ら
28
日

　

土
ま
で
に
、
消
防
署
ｔ
２
９
５

　

―

０
１
７
８
に
申
込
み

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

㊐　

２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
毎
月

　

第
２
日
曜
日
午
前
９
時
～
正
午

　

（
全
９
回
）

場　

中
央
公
民
館

内
容　

盆ぼ
ん
よ
う養

・
盆
栽
を
中
心
に
し

　

た
菊
づ
く
り
の
講
習

料　

無
料

申　

申
込
み
は
不
要
で
す
。
２
月

　

８
日
日
に
直
接
会
場
に
お
越
し

　

く
だ
さ
い

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ｔ

　

内
線
５
２
２

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
子
育
て
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
協
会
認
定
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
日
常
の
子
育
て
の
不
安
や

悩
み
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

㊐　

2
月
20
日
金
午
前
10
時
～
正

　

午
の
間
で
ひ
と
り
20
～
30
分

場　

福
祉
会
館
１
階

定　

先
着
4
人

料　

無
料
（
無
料
保
育
あ
り
）

毛
呂
山
菊
花
会

『
菊
づ
く
り
講
習
会
』

上
級
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

『
子
育
て
相
談
室
』
の
お
知
ら
せ

講
演
会
『
認
知
症
に
つ
い
て
』

あ
い
あ
い
園
・
第
２
あ
い
あ
い
園

『
第
６
回
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
』

第６回東公民館　ふれあい文化祭
問　東公民館　ｔ（295）2277

　東公民館の定期利用団体が、一年間の学習成果

を発表します。この文化祭は、定期利用団体の皆

さんが企画・運営する、心のこもった文化祭です。

ぜひ、ご覧ください。

日時　２月２１日（土）、２２日（日）
　　　　午前９時３０分～午後４時
　　　（２２日は午後３時３０分まで）
場所　東公民館

内容
【作品展示】絵画、書道、工芸、手芸、パソコン、ビデ

　　　　　　オなど

【舞台発表】大正琴、楽器演奏、舞踊、民謡、太極拳、

　　　　　　カラオケ、ダンスなど

【体験教室】社交ダンス、フラダンス、体操、パソコン、 

　　　　　　指圧、囲碁、茶道、書道

【模 擬 店】焼きそば、とん汁、だんごなど

【出　　店】喫茶「ゆず」、ゆずの里工房、リプラもった

　　　　　　いない工房

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
沢
・
飯
能

『
若
年
者
就
職
面
接
会
』

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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町
で
は
、
建
築
物
の
耐
震
診
断

や
耐
震
改
修
工
事
を
計
画
的
に
促

進
す
る
た
め
、
耐
震
化
の
目
標
や

地
震
に
関
す
る
各
種
施
策
を
取
り

ま
と
め
た
「
毛
呂
山
町
建
築
物
耐

震
改
修
促
進
計
画
（
案
）
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
計
画
策
定
に
あ
た

り
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
案

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対　

町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

閲
覧
で
き
る
場
所　

役
場
ま
ち
づ

　

く
り
整
備
課
ま
た
は
、
町
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

資
料
公
表
日　

2
月
6
日
金
ま
で

意
見
の
提
出
方
法　

閲
覧
場
所
で

　

配
布
す
る
意
見
提
出
用
紙
（
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
可
）
に
住
所
、
氏
名
、

　

意
見
な
ど
を
記
入
し
２
月
6
日

　

金
ま
で
に
役
場
ま
ち
づ
く
り
整

　

備
課
都
市
計
画
係
へ
持
参
、
郵

　

送
、
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
都

　

市
計
画
係
ｔ
内
線
１
４
３
・
１

　

４
４
・
１
４
５
（
〒
３
５
０―

　

０
４
９
３
毛
呂
山
町
中
央
2―

　

1　

ｅm
a
ti@

to
w

n
. m

o
ro

　

ya
m

a
.s

a
ita

m
a
.jp

　

ｆ
２
９

　

５―

０
７
７
１
）

※
い
た
だ
い
た
意
見
に
対
す
る
町

の
見
解
は
、
計
画
（
案
）
の
閲
覧

場
所
で
2
月
13
日
金
以
降
に
公
表

し
ま
す
。

勤
務
場
所　

川
角
小
学
校
・
川
角

中
学
校

募
集
人
員　

各
1
人

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

（
1
日
5
時
間
以
内
）

賃
金　

時
給
７
８
０
円

勤
務
期
間　

４
月
１
日
～
９
月
30
日

勤
務
内
容　

学
校
内
外
の
清
掃
・

　

給
食
の
配
膳
な
ど

応
募
資
格　

60
歳
未
満
の
健
康
な
人

応
募
方
法　

１
月
30
日
金
ま
で
に

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
役
場

　

５
階
教
育
総
務
課
へ
提
出

問　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
ｔ

　

内
線
５
１
１
・
５
１
２

◆
生
徒
指
導
支
援
員

職
務
内
容　

小
・
中
学
校
で
の
不

登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
お

よ
び
授
業
支
援

募
集
人
員　

８
人
程
度

応
募
資
格　

児
童
・
生
徒
の
健
全

　

育
成
に
対
し
て
、
幅
広
い
見
識

　

の
あ
る
人

勤
務
日
数　

１
８
５
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

（
１
日
5
時
間
程
度
）

賃
金　

時
給
１
０
０
０
円
（
予
定
）

◆
教
科
指
導
支
援
員

職
務
内
容　

小
・
中
学
校
で
の
授

業
支
援

募
集
人
員　

14
人
程
度

応
募
資
格　

小
・
中
学
校
に
お
い

　

て
、
特
に
、
国
語
、
算
数
・
数
学
、

　

英
語
の
指
導
が
可
能
な
人
（
小

　

学
校
教
員
免
許
、
中
学
校
教
員

　

免
許
所
有
者
お
よ
び
取
得
見
込

　

者
）

勤
務
日
数　

１
８
５
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

（
１
日
8
時
間
程
度
）

賃
金　

時
給
１
３
０
０
円
（
予
定
）

　

※
社
会
保
険
あ
り

◆
不
登
校
相
談
員

職
務
内
容　

児
童
・
生
徒
と
の
交

流
を
通
し
て
行
う
相
談
援
助
な

ど
募
集
人
員　

2
人

応
募
資
格　

児
童
・
生
徒
の
健
全

　

育
成
に
対
し
て
、
幅
広
い
見
識

　

の
あ
る
人

勤
務
日
数　

２
１
０
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

１
日
5
時
間
程
度

賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

◆
理
科
支
援
員

職
務
内
容　

小
学
校
に
お
け
る
理

科
授
業
時
の
実
験
支
援
や
演
示

実
験
な
ど

募
集
人
員　

3
人

応
募
資
格　

退
職
教
員
お
よ
び
理
科

　

系
の
大
学
生
・
大
学
院
生
な
ど

勤
務
日
数　

年
間
30
日
、
1
日
３

　

時
間
程
度

謝
金
な
ど　

1
回
に
つ
き
３
０
０
０

　

円
、
交
通
費
1
日
１
０
０
０
円　

【
共
通
事
項
】

採
用
予
定
日　

4
月
1
日
水

応
募
方
法　

３
月
６
日
金
ま
で
に

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
希
望

　

職
種
を
明
記
し
、
役
場
5
階
学

　

校
教
育
課
へ
提
出

選
考
方
法　

面
接
試
験
を
実
施
し

　

選
考
し
ま
す
。

※
職
種
内
容
な
ど
に
は
、
若
干
の

変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ｔ

　

内
線
５
３
２

『地域情報通信推進事業　住民アンケート』

の返信はお済みですか？

問　役場情報推進室情報推進係　ｔ（295）2112内線221

　町では２年半後の地上デジタル放送（地デジ） 完全移行およ

び高度情報化社会の進展に対応するため、町内全域を対象とした

ケーブルテレビなどの情報通信基盤整備を目指しています。

　この情報通信基盤が整備された場合、地理的原因によって地デ

ジの受信が難しいとされる地域でも、ケーブルテレビに加入する

ことで、地デジを見ることができるようになります。また、それ

以外の地域でも地デジ用アンテナを各家庭で設置しなくても、地

デジを見ることができ、さらには地域密着型の独自番組が毎日放

送されることで、地域の一体感や商工業の活性化に大きく貢献す

ることが期待されます。

　この事業推進の基礎資料とするため、先月中旬に町内にお住ま

いの人のなかから２,０００人（無作為抽出）を対象に、アンケー

ト用紙を発送いたしました。アンケートの返送が、まだお済みで

ない人は、本調査の趣旨をご理解いただき、１月３１日（土）までに、

ぜひとも貴重なご意見をお聞かせくださいますようお願いいたし

ます。

『
毛
呂
山
町
建
築
物
耐
震
改

修
促
進
計
画
（
案
）』
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

募
集
し
ま
す

町
立
小
中
学
校
の
学
校
用

務
員
を
募
集
し
ま
す

町
立
小
中
学
校
の
支
援
員
・

相
談
員
を
募
集
し
ま
す
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～
い
ま
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
～

㊐　

2
月
11
日
祝
午
前
10
時
～
午

後
4
時

相
談
方
法

①
面
談
相
談　

面
談
相
談
は
、
予

約
制
で
す
の
で
、
2
月
9
日
月

午
後
5
時
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

②
電
話
相
談　

ｔ
０
４
８―

８
７

　

２―

８
０
５
５
（
当
日
の
み
通

話
可
）

場　

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

　

ー
（
浦
和
パ
ル
コ
10
階
）
ほ
か

料　

無
料

申
・
問　

埼
玉
司
法
書
士
会
事
務

　

局
ｔ
０
４
８―

８
６
３―

７
８

　

６
１

坂
戸
会
場

㊐　

2
月
7
日
土
午
前
9
時
30
分

～
午
後
3
時
30
分
（
受
付
）

場　

坂
戸
市
文
化
会
館

問　

関
東
信
越
税
理
士
会
川
越
支

　

部
事
務
局
ｔ
２
４
６―

６
１
８
８

※
な
お
、
税
理
士
が
関
与
し
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
。

　

川
越
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
と
関
東
信
越
国
税
局
主
催
の
「
高
校
生
の
税
に
関
す
る
作
文
」
お
よ
び
「
中
学
生
の
税

に
関
す
る
標
語
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
次
の
と
お
り
毛
呂
山
町
の
生
徒
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
税
に
関
す
る
作
文

税
務
署
長
賞
佳
作　
　
　

税
金
の
大
切
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
平
成
高
校
１
年
生　
　

山
下
真
理
奈
さ
ん

県
税
事
務
所
長
賞　
　
　

税
の
未
来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
平
成
高
校
１
年
生　
　

増
田　

彩
花
さ
ん

毛
呂
山
町
長
賞　
　
　
　

税
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
平
成
高
校
２
年
生　
　

市し

東と
う　

郁ふ
み

也や

さ
ん

教
育
長
賞　
　
　
　
　
　

未
来
の
日
本
を
み
つ
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
平
成
高
校
２
年
生　
　

土つ
ち
な
り成　

実
穂
さ
ん

租
推
協
会
長
賞
佳
作　
　

税
金
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
平
成
高
校
１
年
生　
　

岩
﨑
恵
里
奈
さ
ん

国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞　

税
の
作
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

埼
玉
平
成
高
校
１
年
生　
　

鈴
木　

康や
す
ま
さ正

さ
ん

　

中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語

税
務
署
長
賞
佳
作　
　
　

考
え
よ
う　

み
ん
な
の
税
の　

大
切
さ　
　
　
　

川
角
中
学
校
２
年
生　
　
　

亀
井　

知ち

せ世
さ
ん

毛
呂
山
町
長
賞　
　
　
　

育
て
よ
う　

笑
顔
と
夢
を　

税
金
で　
　
　
　
　

川
角
中
学
校
３
年
生　
　
　

小
林　

彩
香
さ
ん

教
育
長
賞　
　
　
　
　
　

納
税
は　

よ
り
良
い
社
会
の　

栄
養
素　
　
　
　

川
角
中
学
校
１
年
生　
　
　

沢
田　

湧ゆ
う
す
け亮

さ
ん

税
務
署
長
賞
佳
作　
　
　

あ
り
が
と
う
！　

税
で
広
が
る　

笑
顔
の
輪　
　

毛
呂
山
中
学
校
３
年
生　
　

皆
川　

司し

ほ帆
さ
ん

県
税
事
務
所
長
賞　
　
　

納
税
は　

未
来
に
輝
く　

金
メ
ダ
ル　
　
　
　
　

毛
呂
山
中
学
校
２
年
生　
　

村
本　

瑛あ
き

佳か

さ
ん

国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞　

税
金
は　

一
人
の
た
め
に　

み
ん
な
の
た
め
に　

毛
呂
山
中
学
校
２
年
生　
　

宮
崎　

鈴れ
い

菜な

さ
ん

税
務
署
長
賞
優
秀　
　
　

僕
の
税　

ど
こ
か
で
誰
か
の　

役
に
立
つ　
　
　

埼
玉
平
成
中
学
校
２
年
生　

吉
澤　

康こ
う

太た

さ
ん

租
推
協
会
長
賞
佳
作　
　

明
日
の
税　

学
び
の
バ
ト
ン
を　

さ
さ
え
て
る　

埼
玉
平
成
中
学
校
１
年
生　

矢
島　

惇あ
つ

志し

さ
ん

　

第
15
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
12
月
14
日
桶
川
市
の
さ
い
た
ま
文
学
館
で
行
わ
れ
、
応
募
者
１
万

２
２
６
５
人
、
応
募
句
数
２
万
６
１
９
句
の
な
か
か
ら
、
町
内
で
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

県
民
芸
術
文
化
祭
奨
励
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ん
ぽ
ぽ
は　

お
花
の
な
か
の　

金
メ
ダ
ル　
　
　

泉
野
小
学
校
２
年
生　
　

山
根　

拓
也
さ
ん

朝
日
新
聞
さ
い
た
ま
総
局
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
身
に　

空
手
の
あ
せ
が　

に
じ
み
出
す　
　
　
　

毛
呂
山
小
学
校
５
年
生　

村
田　

優
介
さ
ん

佳
作　
　
　
　
　
　
　
　

雨
や
ん
で　

に
じ
が
出
た
か
ら　

あ
そ
ぼ
う
よ　
　

泉
野
小
学
校
２
年
生　
　

上か
み　

愛
香
里
さ
ん

佳
作　
　
　
　
　
　
　
　

じ
い
ち
ゃ
ん
の　

お
は
か
の
前
で　

バ
ッ
タ
と
り　

毛
呂
山
小
学
校
３
年
生　

長
井　

玄げ
ん
た
く沢

さ
ん

佳
作　
　
　
　
　
　
　
　

ど
こ
ま
で
も　

広
が
る
海
は　

夏
の
色　
　
　
　
　

泉
野
小
学
校
５
年
生　
　

市
川　

蘭ら
ん　

さ
ん

佳
作　
　
　
　
　
　
　
　

す
き
通
る　

ガ
ラ
ス
の
よ
う
な　

冬
の
海　
　
　
　

毛
呂
山
小
学
校
６
年
生　

上
村　

千
尋
さ
ん

佳
作　
　
　
　
　
　
　
　

夏
の
星　

一
つ
一
つ
に　

夢
が
あ
る　
　
　
　
　
　

毛
呂
山
中
学
校
３
年
生　

村
田　

優ゆ
う

哉や

さ
ん

第
15
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

税
に
関
す
る
作
文･

標
語
の
入
選
作
品

『
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会
』

の
お
知
ら
せ

『
無
料
税
務
相
談
』
の

お
知
ら
せ

相
談

ご

を

あなたが主役�　部屋と地球の温度管理
～埼玉県   冬の温暖化対策キャンペーン～

　埼玉県では、暖房によりエネルギー使用量が増
える冬、温暖化防止のためのキャンペーンを実施
しています。
キャンペーン期間　3月20日（春分の日）まで
取り組んでいただきたいこと
◆暖房時の室温は高すぎず適温に設定（20℃以
　下）してください。
◆暖房に頼りすぎないよう重ね着など暖かく過ご
　す工夫をしましょう。
◆電灯や電気製品をこまめに消すなど、省エネル
　ギーに努めてください。
※このキャンペーンに賛同いただける企業・団体
をキャンペーン参加者として県ホームページに掲
載させていただきます。詳しくは下記ホームペー
ジをご覧ください。
埼玉県温暖化対策課ホームページ
ｈ http://www.pref.saitama.lg.jp/A09/
BE00/index.html

問 埼玉県環境部温暖化対策課 ｔ 048（830）3033

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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情
報
交
換

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
、

神
愛
ホ
ー
ム
の
施
設
と
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
役
立
て
ま
す
。
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

㊐
／
２
月
22
日
日
午
後
１
時
～
３

時
30
分　

場
／
福
祉
会
館　

主
な

バ
ザ
ー
用
品
／
日
用
品
、
雑
貨
、

食
器
、
野
菜
と
食
品
、
寝
具
タ
オ

ル
類
な
ど　

共
催
／
社
会
福
祉
法

人
神
愛
ホ
ー
ム
、
神
愛
ホ
ー
ム
後

援
会　

問
／
児
童
養
護
施
設
神
愛

ホ
ー
ム
ｔ
２
９
４―

０
０
４
０

※
前
日
の
搬
入
、
当
日
の
バ
ザ
ー

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
防
止
に
役
立
つ
国
や
県

の
取
組
や
事
業
者
、
家
庭
に
対
す

る
助
成
に
つ
い
て
の
国
、
県
の
担

当
職
員
の
講
演
・
説
明
で
す
。
ぜ

ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

㊐
／
３
月
７
日
土
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分　

場
／
福
祉
会
館
８

・
９
会
議
室　

料
／
無
料　

問
／

ｔ
２
９
４―

２
７
５
１
上

か
み
り
ょ
う領

　

ビ
ー
ズ
作
成
を
楽
し
む
１
月
ス

タ
ー
ト
の
新
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。

㊐
／
毎
週
第
１
金
曜
日
午
前
９
時

～
正
午　

場
／
中
央
公
民
館　

会

費
／
月
額
１
０
０
０
円
（
入
会
金

な
し
）　

 

講
師
／
黒
坂
麻
奈
美
さ

ん　

問
／
ｔ
２
９
５―

１
２
７
１

田
中

㊐
／
２
月
28
日
土
午
後
2
時
～
４

時
（
午
後
1
時
30
分
受
付
開
始
）  

場
／
埼
玉
医
科
大
学
丸
木
記
念
館

７
階
会
議
室　

講
演
会
／
「
不
安

障
害
・
パ
ニ
ッ
ク
障
害
及
び
関
連

疾
患
に
つ
い
て
」　

講
師
／
太
田

敏
男
先
生
（
埼
玉
医
科
大
学
神
経

精
神
科
・
心
療
内
科
教
授
）　

対

／
精
神
に
障
害
を
持
つ
人
の
ご
家

族　

定
／
50
人
（
先
着
順
）　

料

／
無
料　

申
・
問
／
参
加
希
望
者

は
前
日
ま
で
に
埼
玉
医
科
大
学
病

院
神
経
精
神
科
セ
ン
タ
ー
内
ｔ
２

７
６―

１
３
５
１
箕
輪
・
清
水
ま

で
電
話
申
込
み

「
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

発
達
障
害
」

㊐
／
2
月
14
日
土
午
後
1
時
～
2

時
30
分　

場
／
明
海
大
学
歯
学
部

（
坂
戸
市
け
や
き
台
１―

１
）　

講

師
／
平
岩
幹
男
先
生
（
国
立
成
育

医
療
セ
ン
タ
ー
ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
東
京
大
学
大
学
院
医

学
系
研
究
科
非
常
勤
講
師
）　

料

／
無
料
（
申
込
み
不
要
）　

問
／

明
海
大
学
歯
学
部
庶
務
課
ｔ
２
７

９―

２
７
０
７

㊐
／
2
月
21
日
土
午
前
9
時
30
分

～
正
午　

場
／
城
西
大
学
総
合
体

育
館
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド　

内
容

／
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

講
師
／
平
塚
潤
さ
ん
（
城
西
大
学

男
子
駅
伝
部
監
督
）
・
櫛く

し

べ部
静
二

さ
ん
（
同
部
コ
ー
チ
）　

対
／
40

歳
～
75
歳
の
人　

料
／
無
料　

申

・
問
／
城
西
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康

セ
ン
タ
ー
ｔ
２
７
１―

７
７
１
２
、

２
７
１―

７
７
１
３

『
ク
リ
ス
タ
ル
』
新
会
員
募
集

第
17
回
神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
ご
案
内

環
境
保
全
講
習
会
『
温
暖
化
防

止
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
』

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

公
立
保
育
園
へ

▽
図
書
カ
ー
ド
１
万
５
千
円
分

　

飯
能
地
区
更
生
保
護
女
性
会
様

福
祉
基
金
と
し
て

▽
2
千
円

　

吉
田　

三
四
郎　
　
　
　
　

様

▽
２
万
６
５
２
０
円

　

杯ぱ
い
い
ち市

フ
ァ
ミ
リ
ー
一
同　
　

様

明
海
大
学
歯
学
部
公
開
講
座

精
神
に
障
害
を
持
つ
人
の
ご
家

族
の
た
め
の
『
家
族
教
室
』

城
西
健
康
市
民
大
学

一
日
体
験
入
学
案
内

健　康　ま　つ　り
申・問　保健センター　ｔ（294）5511

日時　２月22日（日）　午前９時30分～午後3時30分

場所　保健センター

◎申込みが必要なものは2月3日火から保健センターで受付（電話可）
※駐車場が少ないので、車の場合は乗り合わせでご来場ください。

教育長に小山　格
いたる

  氏
（前高齢者支援課長）が就任
　吉

よしやす

安尚
たか

夫
お

教育長の任期満了にと
もない、平成21年1月4日に小山格
氏が新教育長に就任しました。

町職員人事異動（カッコ内は前職）
▽高齢者支援課長　斉藤豊（高齢
者支援課副課長）
（平成21年1月4日付）

※全てのコーナーを無料で楽しめます�
●薬剤師によるアルコールパッチテスト
●足で健康チェック�　足裏健康測定
●体力測定コーナー・体脂肪チェック
●3分でわかる脳年齢チェック　●栄養相談　●唾液テスト
●全員に景品付�　健康クイズコーナー　●血管年齢測定
●骨密度検診　先着120人（当日受付）
●健康食試食コーナー（食生活改善推進員協議会）
●人形劇団おっぺの公演（午前10時～11時）

＊＊＊＊＊以下は申込みが必要です＊＊＊＊＊
●大人も子どもも歯っぴー（歯科）検診（先着60人）
　午前9時30分～午後3時30分
●ベビーマッサージ講習会（先着20人、乳児と保護者対象）
　午後1時30分～3時　※途中入室不可
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協　定　締　結　先　事　業　者　一　覧　（平成20年12月末現在）

(有)安川商事、特定非営利活動法人毛呂山連合寿会、(有)新東、飯能信用金庫毛呂山支店、(社)毛呂山町

シルバー人材センター、ヤマト運輸(株)埼玉もろやま中央宅急便センター、(株)アカラ興産、(有)毛呂山

タクシー、長瀬代行、(有)城西紙業、(有)生形新聞店、武蔵野瓦斯(株)、(株)越生タクシー、毎日新聞坂

戸西部販売所、ＡＳＡ毛呂、産経新聞毛呂サービスセンター、ＹＣ読売センター坂戸・鳩山、ＹＣ読売

センター坂戸西部、埼玉県学校給食パン・米飯協同組合毛呂山工場、(株)関東サービス工社、(有)田口運

輸、(有)島田運送、飛鳥交通(株)、毛呂山運輸(株)、アスカロード(株)、(株)関越物産、毛呂山ごみ・環境

を考える会、埼玉西ヤクルト販売(株)、社会福祉法人毛呂病院、(有)太盛、(株)埼玉りそな銀行越生毛呂

山支店、毛呂山町料飲店組合、いるま野農業協同組合（順不同）

民生委員・児童委員が委
い

嘱
しょく

されました

問  役場福祉課地域福祉係
　  ｔ（295）2112 内線 111・112

　平成19年12月1日で改選された民

生委員・児童委員のうち未定だった地

区の担当民生委員・児童委員が選任、

委嘱されました。

地　　区 委員名

小田谷１ 小峰　正一

小田谷２・ジョイム毛呂山 神木　義雄

ご相談ください�
　民生委員、児童委

員は皆さんと同じ住

民の一人であり、活

動はすべてボランテ

ィアにより行われて

います。

　私たちの地域を暮らしやすいものに

するために、様ざまな活動を行い、ま

た、暮らしに関する相談に応じていま

す。困ったことや心配ごと、援助を必

要とする相談には、住民の立場に立っ

て対応します。

　町では安心・安全なまちづくりのために、下記事業者と『毛呂山町ふれあいネットワーク』を締
て い け つ

結しています。

　この協定内容は、廃棄物の不法投棄や野焼きなどの環境問題から、少年の非行防止、変質者などの犯罪の未然

防止ならびに高齢者などが安心して暮らすための住民生活に直接かかわる地域環境の保全まで幅広い情報を協定

先事業者の協力のもと提供してもらうものです。また、この協定先事業者においては、日ごろ住民の皆さんと密

接なかかわりがある事業者が主体です。

　町では、これからもこのような協定を積極的に締結し、住民・事業者・町が協働して地域住環境の保全を進め

るとともに住民の皆さんが安心して、安全に生活できるような環境

づくりに努めていきたいと考えていますので、住民の皆さんのご理

解とご協力をお願いいたします。

※なお、町では本協定における個人情報の管理については、緊急

　上やむをえない場合を除き、個人情報の保護に努めています。

『毛呂山町ふれあいネットワーク』～住民の皆さんの安心・安全な生活のために～

問　役場生活環境課環境係　ｔ（295）2112 内線 211・212

第 4回　『歴史民俗資料館まつり』
問　歴史民俗資料館　ｔ（295）8282、  ｆ（295）8297

　当館サークルの1年間の成果を発表するお祭りです。模擬店や講演

会などもあります。町の歴史や民俗に親しむ１日にしませんか？

日時　２月２８日（土）　午前11時～午後4時
　　　３月   １日（日）   午前９時30分～午後３時
主なイベント
体験教室　書道体験、土鈴作り、竹細工、鎌倉街道ツアー、藍染め体

　　　　　験など　※体験教室の受付は、終了 1 時間前まで

展　示　　各サークル作品展（土器作りの作品や鎌倉街道・石仏の解

　　　　　説展示など）、特別公開「桂
け い ぼ く

木寺
じ

の伝釈迦如来坐像」ほか

餅つき・販売（売切れ次第終了）※餅つき体験可！

　　　　　土曜日　正午～午後 2 時

　　　　　日曜日　午前9時30分～午後1時

昔遊びコーナー　羽根つき・ベーゴマ・竹馬・縄文風火おこしほか

模擬店　　クッキー・おにぎり・まんじゅう・米・椎茸・卵ほか

民俗芸能等（３月１日）

　　　毛呂本郷囃
は や し

子・長瀬囃子・西大久保太鼓・第２団地御
み こ し

輿練り

蓑
みの

づくり実演会（3 月 1 日）実演者／小室和夫さん

講演会（3 月 1 日）「宿
し ゅ く や

谷氏と毛呂山」　講師／山口満さん（郷土史研

　　　究会会長）

バザー　雑貨類　※品物がなくなり次第終了。　　

場所　歴史民俗資料館・大類館
※舞台（屋外）出演者も募集中しています�　出演日時は相談のうえ

決定。2 月 1 日（日）までに当館へ連絡してください。

毛呂山町役場　察（295）2112・捌（295）0771
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※ 埼 玉 医 科 大 学 病 院（ 毛 呂 本 郷 38 ℡
276-1465）は、救急部が日曜・祝日を
問わず救急患者を受け入れています。

日　時　2月13日（金）
　午前の回/10:00 ～ 11:30（受付は10:00 ～ 10:30）
　午後の回/13:30 ～ 16:30（受付は13:30 ～ 14:00）
※受付15分前に整理券配布。午後のみ離乳食指導あり。
対　象　乳幼児とその保護者
申込み　1月27日（火）から受付

育児学級 身体測定・育児相談など

日　時　2月2日（月）・6日（金）・14日（土）・20日（金）
　　　　13：30～ 16：00ごろ　
対　象　初妊婦

申込み　1月30日（金）から（先着20人）

日　時 2月2日（月）・6日（金）・14日（土）・20日（金）
母親学級 初めてお父さんになる人も大歓迎!

　入浴には、身体の汚れを落とすだけでなく、様ざまな
効果があります。一つめは「静水圧効果」といい、水中
で身体に圧力が加わることで、心臓の動きが活発になり
血行がよくなります。とくに、ぬるめのお湯にゆっくり
浸かると、この効果は大きくなり、冷え性や腰痛、肩こ
りなどの症状の改善に役立ちます。半身浴や足湯もおす
すめです。二つめに「浮力効果」があります。水中では
体重が９分の１くらいになるので､腰やひざへの負担が小
さくなって動きやすくなります。そのため、肥満の人や
膝の具合が悪い人でもあまり痛みを感じることなく運動
することができます。水圧も受けているので、入浴中の
ストレッチにはシェイプアップの効果も期待できます。
三つめに「温熱効果」があります。温かいお湯につかる
ことで交感神経が働き、新陳代謝が促進され身体にた
まった疲労物質や老廃物の排出を助けます。またぬるめ
のお湯につかることで、副交感神経が働いて精神的に安
らいで落ち着いた気分になります。
　湯船に入る前にはかけ湯をしましょう。かけ湯には、
身体の汚れを落とす効果のほかに、湯船のお湯と体温の
温度差を縮める効果があります。心臓から遠い手足から

かけてください。身体は湯船に入った後に洗う
ようにしましょう。身体を温めると、肌の
角質層が柔らかくなり、角質の汚れが落ち
やすくなります。身体を洗い終わったらも
う一度湯船で身体を温めます。最後に少し
ぬるめのお湯を足などにかけてから出ると
湯冷めしにくくなります。

今月の健康 入浴の効果と方法

※保健センターへの電話のかけ間違いが大変多く
なっています。よくご確認のうえ、おかけください。

2月の在宅当番医　9:00～ 12:00
日にち 医療機関名 専　科 住　所 電　話
2/11祝 根岸内科医院 内科・小児科 下川原171 295-3959

　現在、骨粗しょう症で治療中の人、ご家族に骨粗しょ

う症の人がいる人、骨密度が低めの人、骨粗しょう症

について勉強した人など、ぜひご参加ください。

持ち物　筆記用具

対　象　40歳～64歳の人（先着30人）

費　用　無料

申込み　２月２日月から受付（電子申請可）

月　日 時　間 内　容 講　師

3月  5日木 13:30
～ 15:00

講話「骨粗しょう症
とその予防について」医師

3月12日木 10:00
～ 14:00

骨粗しょう症を予
防する食事
（調理実習を含む）

管理栄養士

3月16日月 13:30
～ 15:30

骨粗しょう症を予
防するための運動

健康運動
指導士

骨粗しょう症予防教室

保健センターからのお知らせ

健診※対象者には個別に通知します。

４か月児健診　　　

10か月児健診 　　

１歳６か月児健診　
３歳児健診

予防接種
ＢＣＧ予防接種
麻しん風しん（ＭＲ）予防接種
三種混合

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
日　時　2月19日木  10:30 ～ 11:30（受付は10:00 ～ 10:15）
内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流
対　象　３か月～１歳３か月の第一子

2月  3日火
2月25日水
2月18日水
2月17日火

2月  4日水 申1/28水から
2月  6日金 申1/30金から

2月9日月、10日火 申2/  2月から

成人健康相談
2月  5日木、25日水 9:30 ～ 11:30　場役場ホール
2月20日金　　　  　 9:00 ～ 12:00　場保健センター

老人健康相談（山根荘利用者のみ）
1月27日火　　　   　9:30 ～ 11:30　場山根荘

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9:00 ～ 12:00

子 ど も

健康相談

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　℡ 049（294）5511



２月の相談コーナー

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７先勝 友引　 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

児
・３月分総合公園予約日
　場総合公園
・休日納税・納入窓口
　場役場

図歴児体グテ
・健康づくり教室
　場東公民館

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館
・川角中学校
　入学説明会
　場川角中学校

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P11
・認知症講演会
　場東公民館
　→P17

・体育施設
　３月分調整会議
　場総合公園
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・毛呂山中学校
　入学説明会
　場毛呂山中学校

８ ９ 10 11 建国記念の日 12 13 14友引　 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

児
・トレーニング機器説明会　
　場総合公園
・郷土歴史講座
　場資料館→P16

図歴児体グテ
・健康づくり教室
　場東公民館

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館
・泉野小学校
　入学説明会
　場泉野小学校
・川角小学校
　入学説明会
　場川角小学校

児図 歴
・子育てサロン
　場東公民館
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・毛呂山小学校
　入学説明会
　場毛呂山小学校
・光山小学校
　入学説明会
　場光山小学校

・子ども映画会
　場図書館→P11
・あいあい園わくわく
　コンサート
　場東公民館
　→P17

15 16 17 18 19 20 21先負　 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

児
・郷土歴史講座
　場資料館→P16

図歴児体グテ
・健康づくり教室
　場東公民館

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P11

・つくしんぼサロン
　場保健センター→P22
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・ふれあい文化祭
　場東公民館→P17

22 23 24 25 26 27 28仏滅　 大安 赤口 友引　 先負 仏滅 大安

児
・健康まつり
　場保健センター
　→P20
・郷土歴史講座
　場資料館→P16
・ふれあい文化祭
　場東公民館→P17

図歴児体グテ ・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P11
・健康づくり教室
　場東公民館

・子育てサロン
　場福祉会館
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・夜間納税窓口
　場役場→P14

・資料館まつり
　場資料館→P21
・おはなし会
　場図書館→P11
・休日納税・納入窓口
　場役場→P14

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館
体総合公園体育館　ググラウンド（大類・
総合公園）テ川角公園テニスコート

施設のお休みマーク
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 行事カレンダー
月

 行事カレンダー2月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

■弁護士（要予約）

　2月12日木、23日月

　13:30～16:00

■行政書士
　2月18日水

　10:00～15:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　土地家屋のトラブル、交

通事故、金銭貸借や補償、

相続問題など

2月12日木13:00～16:00
場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係
　　　　ｔ内線314
　人権問題・行政に関する
苦情など

　月～金 10:00 ～ 16:30

場　所　教育センター

電話相談番号ｔ (295)2525

　不登校、いじめ、しつけ

など

毎週木曜日 10:00 ～ 15:00
場　所　役場相談室
問合せ　産業振興課商工観
　　　　光係ｔ内線175
　違法な契約や商品の苦情
など

毎週水曜日 10:00 ～正午
場　所　福祉会館
問合せ　社会福祉協議会
　　　　ｔ (295)3111
　生活上の悩み、困りごと
など 　相談を希望される方はお

気軽にご相談ください。後

日、町から委嘱された結婚

相談員がご相談にのりま

す。

申込み・問合せ
　産業振興課農林係

　ｔ内線 172

法律相談 人権・行政相談 心配ごと相談
 

結婚相談

教育相談 消費生活相談
 

場＝場所



24

人口 37,134 人 ( － 12 人 )
【男18,530人(－17人)　女18,604人(＋5人)】
世帯 14,915 戸 ( － 3 戸 )
※平成 21 年 1 月１日現在 ( カッコ ) 内は前月比

□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

広報もろやま　1 月 20 日号　Ｎｏ 821

■発行　毛呂山町　■ 1 部当り　34.8 円　

■編集　秘書広報課広報広聴係

〒 350 － 0493 埼玉県入間郡毛呂山町中央２丁目１番地

ＴＥＬ 049(295)2112　Ｆａｘ 049(295)0771

ＵＲＬ http://www.town.moroyama.saitama.jp

徒然歳時記

　去年、保育園のクッキング教室を取材したとき、節分にあ

わせたご飯を作っていたのを思い出し、友人が遊びにきたと

きに、まねてお昼に出しました。チキンピラフの顔にとんが

りコーンの角、ブロッコリーの髪で作った赤鬼ご飯です。な

かなか好評でしたので、皆さんもぜひ作ってみてください。

作り方は、町のホームページに載っています。(M)

　雪合戦は、雪を手で丸めて投げ合う遊びです。発祥の地と
いう新潟県魚沼市の由来書きによると、戦国時代に越

えち

後
ご

の上
じょう

条
じょう

定
さだ

憲
のり

と長
なが

尾
お

為
た め か げ

景が戦ったときに、刀折れ矢尽きてもな
お、両者は争いをやめず、雪を固めて投げ合ったことが、そ
の始まりであるとされています。江戸時代以降には、「雪打
ち」「雪ぶち」「雪つぶて」などといって、俳

はい か い

諧などに盛ん
に詠

よ

まれ、雪が降った後の風物詩となりました。 
　昭和62年にはチーム対抗のニュースポーツとしてアレンジ
され、翌年、国際ルールが制定されました。国境を越えた
ボーダレス･スポーツとして、フィンランドでは欧州選手権
が行なわれるほどです。
　雪玉を作るには、雪に適度の水分が含まれている必要があ
ります。北海道のようにさらさらした雪が降る地域では、握
り締めても雪玉を作ることが困難ですが、毛呂山町に降る雪
にはほどよい水分があり、まさに雪合戦にぴったりです。雪
が降った後は、冬にしか味わえないスポーツを楽しんではい
かがでしょうか。
　ただし、雪玉を硬く握りすぎたり、なかに石などを入れた
りすると、思わぬ怪我をすることがあります。子どもたちが
白熱しすぎないよう、注意してください。

 福田　光
ひかる

くん

　（２歳６か月）　

　お歌が大好きで、

マイクのように懐中

電灯をもって踏み台

に乗って、「はじま

り♡はじまり」毎日、コンサートを開いてます♪

石田　祥
さちあき

叡くん
　（３歳８か月）

　　　温
はるひろ

拓くん
　（１歳５か月）
　サチは電車と車が

大好き。ハルはサチ

が大好きで真似ばかり。喧嘩していたと思った

ら、もう２人で笑い合っている仲良し兄弟!　

健康で、思いやりのある素敵な男性になってね♡

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

申・問　役場秘書広報課ｔ（295）2112 内線 332

雪合戦

建設中の毛呂山町役場
（昭和55年1月）(田島淑

よし

子
こ

さん提供)
　現在の岩井小グラウンドのあたりから、建設中の毛呂山町役場を写し
た写真です。まだ県営住宅も、ゆずの木台団地も建つ前で、周囲には田
畑が広がっています。

現在の風景

昭和50年代ごろまでの昔
の写真を募集しています。
提供いただける方は、役場
秘書広報課広報広聴係ｔ
（295）2112内線332
までご連絡ください。

募  集  中
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